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■第一章　Frustration　～満たされぬ想い～




　湯煙のなか、手を伸ばす。

　左手の縁からツツっと水滴が滑り、手のひらから湯の中へと落ちた。

　ポチャンという音がバスルームに小さく響く。

「はあ……」

　一ノ瀬みずきはため息をついた。

　伸ばした腕は華奢ながらも、無駄な肉はついていない。高校時代にテニスに熱中したおかげだろう。

　テニスボールをつかむように、指のあいだを広げて曲げる。

　もちろんそれは湯気をかき分けるばかりで、なんの抵抗も返ってこない。

　空を切る指は、いまの自分を象徴しているようで、みずきは腕ごとバスタブの湯の中に落とした。

　──バチャッ！

　今度は大きな音が響いた。

　バスタブにもたれたまま、みずきは天井を見上げる。

　アップにした髪がほつれて、前髪が幾すじか額に貼りついていた。

　長風呂のせいか上気した頰は、かえって肌の白さを強調している。

　頰から顎にかけてのラインは、年頃の女性らしく健康的な丸みを帯びていた。

　喉を晒した姿勢のせいで、首から胸元まで美しいカーブが描かれている。

　鎖骨を過ぎたところで急に膨らみを増すカーブは、乳房の頂点へと進むが──。

　その先はバスタブの水面によって隠されてしまっていた。

　水面から上の肉体も、ところどころが赤らんでいて、汗の珠が浮かんでいる。

　細い手や首に比べて、水中に没している乳房がアンバランスに大きい。

　この大きな胸は、みずきにとって秘かなコンプレックスだった。

　童顔であどけない顔と、大きな胸の落差は男性にとっては魅力的なようで、物心ついたときから好奇の目に晒されてきた。

　テニス部に入ってからも、ときおり男子生徒の視線を感じることがあった。

　それは何事にも全力で打ち込みたいみずきにとっては、ノイズでしかなかった。

　ただでさえ、重く大きな乳房は運動の際に不利になるのだ。

　高校最後の大会で大した成績を残せなかったのも、この胸のせいだとみずきは秘かに思っていた。

　その悔しさをバネに、受験勉強に打ち込んだのに──。

「……っ！」

　それ以上は考えまいと、みずきは頭を左右に振った。

　汗が珠となって飛び散り、髪がまた少しほつれた。

「明日は早めに予備校に行って、自習しなきゃ……」

　ゆったり風呂に浸かっている場合じゃない。もうあがらないと。

　そう思って上体を起こしかけた。乳房がお湯をかき分け、水流が生まれる。

「んあっ……」

　ビクンと微弱な電流のような刺激が走り、みずきの唇から吐息が漏れた。

　そのまま、またバスタブに深くもたれてしまう。

「……どうしよう…………また、硬くなってる……」

　水流のおかげで、乳首の存在を意識してしまった。しかもそれは、お湯の中にあっても見てわかるほど大きく、硬くなっている。

　以前はこんなに大きかっただろうか。みずきは不思議に思う。

　エッチなマンガを読んだりしたときに勃起することはあったが、ここまでではなかったような気がする。

　ゆらゆらとお湯の中で揺れている乳首に、そっと指を近づけていった。

　左手の人差し指の先端が、スッと乳首を掠める。

「ふ、ふっ……んんっ……」

　それだけでもう、心地よい刺激が走って声が漏れてしまう。

　あわてて指を遠ざけるが──。

　乳首でない場所ならいいだろうとばかりに、指は乳房の下のほうに潜り込んでいく。

　止められない。

　また始めてしまう。

　みずきは動こうとする手指を、必死に戒いましめる。

　頭を落とし、お湯の中を動く手を叱りつける。

「駄目……今日はもう……寝ないと……ひっ！」

　意思の力ではどうしようもなかった。

　左手はまるでそれ自体が別の意思を持ったかのように、左の乳房をぐにっとつかむ。

　熱いざわめきが胸の中で生まれて、じわじわと脳にのぼってくる。

　逆らえない。

　左手に力がこもった。乳肉が圧迫され、変形する。

　左乳房の上面が、水面上にぐっと浮かび上がった。

　自分の肉体でこんなに柔らかい箇所があるなんて──。

　みずきは自分を慰めるたびにそう思う。

　人並み外れて大きいことは自覚しているが、あらためて見ると、大きいだけでなく柔らかくて弾力に満ちていることに気づく。

　変形した乳房は、すぐまた指を押し返してくる。

　それに応えるようにまた指を押し込むと、肉は悦ぶようにまた違う形に変わる。

　そんなふうに自分の身体を弄ぶうち、みずきの脳内に熱が滞留して、頭がぼおっとしてきてしまう。

　左手にどんどん力が入っていく。

　乳房は水面を揺らして、ちゃぷちゃぷと音を立てていた。

　天井から水滴が、糸を引くように垂れ落ちる。

　それは水面に落ち、みずきの白い裸身を隠すように複雑な波紋を作った。

　屹立した乳首が浮上する。

　刺激を求めるようにそそり勃つそれを見て、とうとう指が伸びていく。

「駄目だよ……駄目だってば……」

　そうつぶやく声には、もうためらいの響きはない。

　甘く蕩けた語尾は、やがてくる快感への期待を隠せていなかった。

　人差し指と親指が、乳首へと挟むように近づいていく。

　誘惑に負けてしまう自分を正視できず、天を仰ぐように顔を上げた。

　再び晒された喉はほんのり朱に染まっていた。

　首の筋肉が、期待するようにピクピクと震えている。

「はぁはぁ…………はぁぁ……………………ッ!!　あ、ぁ、ああっ……！」

　待ちかねた刺激が乳首から脳天に走り抜け、濡れた唇から声がほとばしった。

　水中ではダイヤルを回すように、指がクイクイ乳首をひねっていた。

　自分の意思じゃない。自分はこんなことを望んでいない。そう主張するかのように頭をイヤイヤと振る。

　髪がほどけて、バサリと湯気を攪かく拌はんする。

　みずきはそのまま、身体をズルズルと湯の中に浸していく。

　水面の上に浮かぶような姿勢で、みずきは乳首をいじり続けた。

「あっ、あっ、ああっ……こんな、硬くっ……ひんっ！」

　喘ぎ声がバスルーム内に響く。

　声を抑えようと唇を一文字に結ぶが、すぐ呼吸困難に陥ったように開いてしまう。

　ペロリとその唇を舌先で舐め、みずきは求めるように恋人の名前を呼んでいた。

「高橋くん……」

　しかしその声は、みずき自身が思っていた以上に不満げな音色を帯びていた──。





※　　　　　※　　　　　※






　高尾台予備校、新鳴川駅前校舎──。

　一日の授業が終わり、教室は喧噪に包まれていた。

　そんなところは、予備校であっても高校と変わらない。

　もっともそれはまだ初夏だからで、受験が本格化する頃には、こんなのんびりとはしていられないだろう。

　生徒たちもそれを知っているからか、わずかな自由時間を惜しむようにおしゃべりに興じている。

　女子生徒は数が少なく、みんな窓際の席に固まっている。

　みずきはそこから少しだけ距離のある席に座っていた。

　浮いていると言えばそうなのかもしれない。

　しかし、教育にうるさい両親のもとに育ったみずきには、予備校で無駄に時間を潰している余裕はなかった。

　みずきにとって、受験失敗は予想外の出来事だった。

　両親は地元の名門国立大学──北南大以外へは進学を許さなかった。

　みずきが現役時代に合格した私立大学は両親のお眼鏡に叶わず、進学をあきらめざるを得なかった。

　だから、みずきにはあとがない。なにがなんでも北南大に合格しなければならないのだ。

　自然と人づきあいも疎遠になる。

　入学当初はフレンドリーに話しかけてきた女子生徒たちも、いつの間にかみずきには声をかけなくなっていた。

　参考書とノートを揃えてカバンに入れ、みずきは立ち上がった。

「そ、それじゃあね」

　女子生徒の一団に申し訳なさそうに声をかけ、出口に向かった。

「あ、うん……」

「……じゃあ、またね～」

　気のない返事を背中で受けながら、みずきは教室をあとにする。

　カバンの重さが、ずしりと肩にのしかかった。




「つきあいわりーの」

「ま、あたしたちと違ってお嬢様ですから」

「高校のときはもっと愛想よかったのにねえ」

　みずきの姿が消えるなり、女子生徒たちが口々に言う。

　全員、みずきとは顔見知りだ。

　高校は別でも、中学までは一緒だったという生徒も多い。

　つまりはそれだけこの町は狭く、みずきが目立っていたという証でもある。

　裕福な家庭の子女で、モデル顔負けのルックスとあれば、それも仕方ない。

　女子生徒たちの口調からは、みずきが自分たちと同じ地点──受験戦争の敗北者に落ちてきたことを喜ぶような雰囲気さえ感じられた。

「このあと家庭教師が待ってるんだってさ」

「加奈子、なんでそんなこと知ってるのよ？」

　加奈子と呼ばれたショートカットの生徒が、机の上に腰かけて答える。

「ご近所の噂だよ。最近、アタマよさそうな大学生が出入りしてるってさ」

「はあ～、上級国民のご家庭は違うわあ～」

　加奈子はそれを聞き流す。

　加奈子の家庭も、それなりに裕福だからだ。

　加奈子だけではない。ここにいる生徒は全員、平均以上に裕福な家庭の生まれだった。

　いまどき予備校生なんて身分を甘受できるのだから、それも当然の話ではある。

　彼女たちはただ、みずきをおとしめたいだけなのだ。

　みずきの美しさは、同性の羨望や嫉妬といった感情をかき立ててしまう。

　みずきとは小学校から高校まで一緒だった加奈子でさえ、その感情を抑えられない。

　だから──。

「見なよ。お迎えがきてる」

　放っておこうと思っていたのに、ついそんなことを指摘してしまった。

「ホントだ」

「あっは♪　お勉強だけじゃなくて、やることもやってんじゃん」

　女子生徒たちが窓際に駈け寄り、口々に黄色い声を上げた。




　エレベーターを出て、早足でロビーへと向かう。

　今日は家庭教師の加城先生がいらっしゃる日だ。早めに自宅に着いて、予習しておかないと──。

　みずきがそんなことを考えながら出口を出ると、不意に声をかけられた。

「一ノ瀬さん、無視するなんてひどいな」

　その声を聞くだけで、心に温もりがじんわりと広がっていく。

　足を止め、みずきはゆっくりと声のしたほうへと振り返った。

「……高橋くん」

　みずきの視線の先に、朴ぼく訥とつそうな青年が立っていた。

　中肉中背で、１０００円カットで整えたような髪型。チェーン店で揃えたような服装。それでも清潔で誠実そうなたたずまいは、見る者に安堵を与える。

　高橋陽太──みずきの彼氏だった。

「大学はどうしたの？」

　みずきが駈け寄って尋ねると、高橋は人のよさそうな笑顔を絶やさずに言う。

「午後の授業が休講でさ。それですぐ帰ってきたんだ」

　みずきの胸がギュッと苦しくなる。

　高橋は高校時代の同級生だ。

　同じテニス部で、男女のキャプテン同士だった。

　二年生で引退したときからつきあい始めたので、もう１年以上の交際になる。

　いまは東京の私立大学に、片道１時間半かけて通っている。

　だから、こんな時間に帰ってきているのは珍しかった。

「……会いに来てくれたんだ」

「う、うん……ほら、通り道だし」

　高橋の家は駅を挟んだ向こう側にある。だから通り道なわけはないのだが、そんな言い訳をするあたりが、いかにも口下手な彼らしい。

　みずきは苦笑しながら、身を翻ひるがえした。

「それじゃ、家まで送ってくれる？」

「も、もちろん！」

　高橋もあわてて、みずきの背中を追った。




　そんなふたりの初々しいやりとりを眺めて、加奈子はぼそっとつぶやく。

「……タカハシもがんばるよね」

「言えてる～。あれ、男女逆なら絶対別れてるパターンだよね」

　女子生徒のひとりが、いかにも面白そうに言う。

「信じてるんだってさ」

　加奈子がつまらなそうにつぶやいた。

「は？　なにを？」

「赤い糸ってヤツ。私とタカハシは、運命の赤い糸で結ばれてるんです～って」

　一瞬の沈黙。

　そして爆笑が湧く。

「あははっ、マジ!?　いまどきいるの、そんなヤツ!?」

「おめでてー！　頭沸いてるんじゃねーの？」

「加奈子、それ誰に聞いたの？」

「いいじゃん、誰でも」

　加奈子は笑いの輪には加わらずに、そっぽを向く。

「そういやさ、高橋って現役のとき、北南大が第一志望じゃなかったっけ？」

「みずきと一緒に浪人してあげる根性はなかったんだね」

「そんなヤツいねーって」

　女子生徒たちは勝手なことを言い合う。

「でもさ、みずきが北南大受かったらどーすんだろね？」

「別れるでしょ、それ」

「かわいそー。せっかくみずきのこと待ってたのにねー」

「まだ決まったわけじゃないでしょ」

　加奈子が噂話に歯止めをかけるように言う。

「そりゃそうだけどさあ……」

「行こう。あたしたちも、のんびりしてられる身分じゃないんだし」

　まだ話し足りなそうな女子生徒たちを尻目に、加奈子はカバンを手に机から降りた。




　予備校からみずきの家までは、歩いて30分ほどある。

　そのあいだ、ふたりはいろいろなことを話した。

　今日あったこと、予備校の授業のこと、高校時代の友人のこと……。

　高橋は大学生活のことを話そうとしない。

　おそらくは自分のことを気き遣づかっているのだろうと、みずきは思う。

　そんな気遣いは、ときにみずきを傷つける。

　それでもみずきは、高橋の優しさゆえのことなのだと自分に言い聞かせていた。

　いまはただ、この優しさに甘えていたい。

　高橋のそんなところを、みずきは好きになったのだから。

　みずきの自宅が見えた。

　ふっと沈黙が生まれる。

　このまま、離れたくない──みずきの心に熱い感情が渦巻く。

　隣の高橋を見た。うつむいた顔はどこかさびしそうで、おそらく自分と同じ気持ちであろうと思わせる。

　左手にはカバンもなにも持っていない。その手は、手持ち無沙汰に下げられている。

　みずきの右手も同じだ。

（……手を繫ぎたいな）

　ごく自然に、みずきはそう思う。

　偶然を装って触れてしまおうか。このまま手を横に動かせば──。

「あ、あのさっ」

　ようやく高橋が口を開いてくれた。

「うん、なに？」

「……手、繫いでもいいかな？」

「……ふふ、私もそうしたいなって思ってたとこ」

　みずきがそう言うと、高橋はホッとしたような顔になる。

　そしておずおずと手を差し出し、みずきの右手を握った。

「許可なんて取らなくていいのに」

「い、いや、だってさ……さわるわけだから、一応ね……」

　顔を真っ赤にして、高橋は口ごもる。

　こんなふうに過剰なほど紳士的なところも、みずきが好きになった点ではある。

　ガサツで乱暴なほかの男子と違って、高橋はいつも優しくて人当たりがよかった。

　彼のことを嫌う人はいない。

　彼を知るほとんどの人が、彼を温厚で優しい人間だと評するだろう。

　そんな男性を恋人にしていることを、みずきは誇りに思っていた。

　今日だってそうだ。わざわざ予備校まで迎えに来てくれた、優しい彼氏。

　浪人生活の暗い気分も、彼の顔を見るだけで吹っ飛んでしまう。

　しかし──。

「あ、もうすぐ家だね」

　そんな高橋のひと言で、みずきの気持ちは沈んでしまう。

　住宅地の中でもひときわ目立つ、みずきの実家がすぐ目の前に迫っていた。

「う、うん。そうだね」

　もっとこんな時間を一緒に過ごしたいのに……。

　いや、本当はもっともっと親密な関係に──手を繫ぐ以上の関係になりたいのに。

「ら、来週の週末は、会えるかな……？」

「うん、たぶん大丈夫だよ」

「そっか。じゃあ楽しみにしてるよ」

　高橋の健全すぎる明るさが、少しだけ恨めしい。

　触れあいを求めている自分が、ひどく淫らな存在に思えてしまう。

　でも、そんなはずはない。年頃の男女なんだから、当たり前のはず。

　いや、それどころか……。

（……キス、くらい……してもいいんだよね……きっと……）

　ネットや雑誌でも、みんな経験しているようなことが書いてある。

　周囲でもそんなことをしていると、少しだけ耳に入ってくる。

　つきあって１年。手を繫ぐだけでキスもしていないのは、おそらく不自然なのだろう。

「今日は家庭教師の先生が来る日でしょ？　勉強、がんばってね」

　高橋の明るい笑顔は、そんな不自然さを微塵も感じさせない。

　まるで欲望など存在しないかのように見える。

「うん、ありがとう。高橋くんも、明日は大学でしょ？」

「そうだね。一限目から授業だよ」

「がんばってね」

「うん」

　そんな簡単な会話を交わして、高橋は歩いていってしまう。

　その後ろ姿をしばらく眺めてから、みずきは玄関アーチをくぐった。

　ドアを開ける前に振り返る。

　そこに高橋が、戻ってきてくれていることを期待しながら。

　そしてみずきの手を握って、お別れの口づけを……。

（……なに考えてるんだろう、私……）

　誰もいない空間を見つめて、みずきはため息をつく。

（高橋くんは……キスしたいとか思わないのかな……？）

　男性なら、きっとそういう気持ちはあるはずだ。

　ネットだといろいろなことが書いてあるが、なにが本当でなにが噓か、みずきにはまったく見分けることができない。

　それでもみずきは、自分が抱いているのと同じ欲望を、彼も持っていると信じたかった。





※　　　　　※　　　　　※






「問題文をよく読んでごらん。『０以上６以下の異なる整数』って書いてあるよね？」

　淀みなく、よく通る声が耳に心地よい。

　家庭教師の加城から数学を習い始めて、そろそろ２ヵ月になろうとしている。

　北南大学の工学部三年生で、礼儀正しく、頭の回転が早い。

　論理的で説得力のある話し方をするところは、いかにも家庭教師向きだ。

　それだけではなく、相手の言わんとするところを汲み取って、きちんと会話を展開させていく態度が、みずきの両親をいたく満足させた。

　要するに大人の男性なのだ。

　細いフレームの眼鏡がよく似合う、ちょっと線の細い容姿が母の好みと合致したのも大きかったのだろう。

　この２ヵ月で加城は、すっかりみずきの家族の一員のようになっていた。

　みずきもまた、加城の理知的な雰囲気に好感を持っていた。

　物腰柔らかだが、問題を間違えたときはすぐにぴしゃりと指摘してくれる。

　余計なことを言わないところは冷たいとさえ感じることもあったが、それ以上に説明が丁寧なので、家庭教師としては申し分なかった。

　それになによりも、加城は志望大学の学生なのだ。加城の語る大学生活の様子は、受験対策以上に、みずきの心にやる気をもたらしてくれていた。

「はい……ええっと……この問題は……」

　みずきが必死に考えているあいだは、黙って待っている。

　それでいて、みずきが本当に困っているときは、ちゃんと見抜いてくれる。

「先週やった問題、覚えてるかな？」

「先週……あっ……」

　先週やった過去問題と、解き方が一緒だと示してくれているのだ。

「そう。思い出してみて」

「はい。ありがとうございます、先生」

　加城がにこやかに微笑む。

　こんなふうに、回答の糸口を提示してくれるタイミングも絶品だった。

　おかげで苦手だった数学も、なんとかなるような気がしていた。

「……そろそろ休憩を入れようか」

　加城が腕時計を見ながら言う。

　その時計も、シンプルで趣味のいいものだった。

　加城は、授業前に母が持ってきてくれたコーヒーの残りをひと息に飲む。

　みずきもマグカップに入った紅茶に口をつけた。

「このあいだの模試の結果、どうだったの？」

「はい……あの、まだまだかなって……」

「まだまだっていうのは？　判定は出ているんでしょう？」

　みずきは一瞬口ごもってしまう。

　加城はこんなふうに、曖昧な答えを許してくれない。

　それは家庭教師としての責任感によるものか、それとも性格なのかは、まだよくわからない。

　お嬢様育ちで、必要なことはすべて周りが察してくれていたみずきにとって、それは厳しいとさえ思える態度だった。

「なにが弱点なのか把握したうえでないと、対策は立てられないからね」

「はい……」

　加城の言うことはもっともだと思う。

　受験に曖昧さは許されない。必要なのは、合格点を取ることなのだ。

　みずきはＣ判定だったこと、特に数学と物理の正答率が著しく低かったことを述べた。

「ふむ……答案は見せてもらえるかな？」

　休み時間であることも忘れて、加城はみずきに手渡された答案をじっと見つめる。

　つねに冷静な加城だが、ときおりこんなふうに時間を忘れて没頭してしまうことがある。

　熱心さゆえのものと理解しているにせよ、みずきとしては居心地が悪かった。

「……なるほど、いまはまだ仕方ないかもね」

「す、すみません」

「謝ることはないよ。一度間違えたところは二度間違えなければいい。そうやって、できないことをなくしていくのが大事だからね」

　加城の落ち着いた態度にホッとする。

　みずきとしても、模試の結果に落ち込んでいたのだ。責められるようなことを言われたら、泣いてしまうかもしれない。

　だから加城に言われるまで、その話は避けていたのだった。

「努力は決して裏切らない。これは俺の信条でもある」

「はい」

「がんばったのに報われないなんて、おかしいからね。みずきちゃんのがんばりは、きちんと報われるよ。そうなるよう、俺も努力する」

　冷静な加城が、いつになく熱を込めて言う。

　そんな加城にあてられて、みずきの胸の中で感情のストッパーが少しだけ──ほんの少しだけ緩んでしまう。

「ありがとうございます……ぐすっ……」

「どうしたの？」

　涙を浮かべたみずきをみて、加城が珍しくあわてた声を漏らす。

「い、いえ……すみません……さ、最近涙もろくて……」

「ごめんごめん、俺がなにか変なこと言っちゃったかな」

　加城がティッシュを渡しながら弁解する。

　みずきは涙を拭きながら、首を横に振った。

「先生のせいじゃありません……気にしないでください」

「……なにか悩みでもあるの？」

　悩み──。

　その言葉が、胸に突き刺さる。

　勉強のことも悩みの種ではある。でもいま自分を悩ませているのは……。

「俺でよければ、話を聞くよ？」

　ダメ押しするような、加城の言葉。

　弱っていた心に差し伸べられた、救いの手。

　家庭教師はあくまで勉強を教えてくれる人、個人的なことを話してはいけない。そう両親から言われてはいるけれど……。

「あのっ、私……高校時代からつきあっている彼氏がいて……」

　とうとう口にしてしまった。

「うん。それで？」

　なんでもないように受け止めてくれる、加城の穏やかな声。

　その声に甘えるように、みずきは堰せきを切ったように話し始めていた。

　もうつきあって１年以上経つこと。

　彼とは一緒に北南大を目指していたのに、ふたりとも不合格だったこと。

　そして彼だけは東京の私大に進学したこと。

　今日もわざわざ東京からの帰路、予備校に寄ってくれて一緒に帰ってきたこと。

　それなのに──。

「それなのに？」

　加城に先をうながされた。

　みずきは口ごもる。

　それ以上を口にしてはいけないような気がした。

　自分の中の、隠しておきたい部分。秘めている思いを明らかにしてしまうことに、抵抗があった。

「いい彼氏じゃない。なんの問題があるの？」

　加城が尋ねてくる。

　いけない。これ以上言葉にしたら……。

　ううん、違う。むしろ言葉にしなきゃ。

　このモヤモヤした気持ちに、かたちを与えたかった。

　そうすれば、頭のいい加城のことだから、なにか解決策を示してくれるかもしれない。

　そんな期待から、みずきは薄紅色の唇を開く。

「……まだ、なにもしてくれないんです」

　言ってしまった。

　言葉にして初めて、それが恥ずべき願いであることに気づく。

　顔に血がのぼり、頰がカアッと赤くなるのがわかった。

　でも、もういまさら止まることはできない。

「……まだ手を繫いだことしかなくて……私は、その、もっと近づきたいって思うんですけど……」

「うん」

「恥ずかしいし、どうしたらいいのか……」

　加城は頷うなずいて、少し考えるような顔をする。

　まともに目をあわせることもできず、みずきは火照った顔をうつむかせて机の上を見ていた。

　書きかけの数式が目に入る。

　この先はどうやって解くのだろう、加城先生ならきっと上手なやり方を──。

「なるほどな。まあ年頃だし、勇気いるよね」

　加城の共感の言葉に、意識を引き戻された。

「は、はい……」

「ちなみに、みずきちゃんは彼氏となにがしたいの？」

「え……？」

　思ってもみなかったことを尋ねられた。

　なにがしたい？　そんなこと決まってる。それは──。

「それは……その………………」

　察して欲しい。

　でも、加城は黙ってみずきの答えを待っている。いつも授業でそうしているように。

「キ、キ…………キス……とか……」

「えっ？」

　どもりながら答えた言葉は、小さくて聞き取れなかったようだ。

　恥ずかしくて死にそうだった。頰が熱くなり、視界がぐらぐらしているのがわかる。

「……まあいいや。でもさ──」

　加城が口を開く。

「彼氏を待っていても仕方ないんじゃない？　自分から行動しないと」

　もっともな答えだった。

　しかしみずきの求めているのは、そういう正論ではない。

「で、でも私……そういうの全然わからなくて……」

　どう行動すればいいのか、わかったら苦労しない。

　それでなくとも、みずきはそうした情報に疎うといのだ。

　世間の平均的なカップルがどういう交際をしているかとか、まずはそういうことを教えて欲しい。

「ふーん……なら、練習してみる？」

「……？」

　今度はみずきが尋ね返す番だった。

「練習……って……？」

「俺で練習してみないかってこと」

　冷静だが、どこか熱のある声だった。

　いつもの加城と少しだけ違う声。自信に満ちた声に、異性を感じてしまう。

　駄目だ。いけない。そう思うが──。

「大丈夫。練習だし、なにもしないって」

　なにもしない……その言葉に、警戒を解いてしまう。

　先生がそう言うなら──自分にそう言い訳する。

　なにより、みずきは本当に悩んでいるのだ。加城が教えてくれるなら、それに越したことはない。

　カタンと、加城がコーヒーカップをソーサーの上に置いた。

　そして立ち上がって、少し離れた場所にあるベッドの上に座る。

「どうしたの？　やめておく？」

　加城の言葉にハッとなった。

　反射的に立ち上がって、マグカップを置いて加城の隣に座る。

　ギシッとふたりぶんの体重がかかって、ベッドが軋きしんだ。

「あ、あの……よろしくお願い、します……」

「こちらこそ」

　そう言って加城は眼鏡を取った。

　ゆるくウエーブのかかった髪の毛が、ふわりと揺れた。

　眼鏡を取った加城は、いつもより優しそうに見える。

　まるで別人のようだった。いままで仮面でもつけていたかのような気さえする。

　加城の左手が、みずきの右手に重ねられた。ビクンと指が反応してしまう。

　その指を、加城の手が優しく包み、指の一本一本をさするようにしてくる。

「指を絡めてごらん」

「は、はい……」

　言われたとおりにしてみた。

　手のひらを上にして、加城の指に自分の指を重ねた。

　大きな手だった。

　指は意外にもゴツゴツしていて、いかにも男性のものだと感じさせる。

（高橋くんより大きい……）

　無意識に、高橋と比べてしまう。

　それも仕方ない。比較対象が高橋しかいないのだから。

　その大きさを確認するように、指を絡めていく。

（節くれ立ってる……見ているのとさわるのじゃ、全然違う……）

　関節のあたりがゴツンと張りだしている。

　参考書やノートを指しているときは、細くて女性的とさえ思っていたのに、触れたときの落差に内心驚いてしまう。

「いいね」

「あっ……は、はいっ、ありがとうございます……」

　いつの間にか夢中で指を絡ませていたことに気づいて、ハッとする。

　しかし加城は落ち着いたままだ。

（さすが加城先生……やっぱり大人なんだ）

　自分ばかりドキドキしていたことを、秘かに恥じ入る。

　加城が落ち着いた声で続けた。

「じゃあ、キスを誘ってみて」

「わ、私から……ですか……？」

「もちろん。そうじゃないと練習にならないだろ？」

　もっともな話だ。

　みずきはフウッと深呼吸して、頭の中で言葉を組み立てる。

　そしてうつむき加減のまま、震える唇でそれを紡いでいく。

「えっと……キ、キス……しません、か……？　こ、こんな感じでしょうか……」

　チラッと上目遣いで加城の様子をうかがう。

　窓から差す日の光がまぶしくて、加城の表情は確認できない。

「目、つむって」

　いつものように静かで、抑揚のない声だった。

　素直にそれに従って目をつむる。

　と──。

「っ!?　んっ……!!」

　ザラリとした感触の肉が、みずきの唇を塞いだ。

　同時に、指に絡んでいた手が手首をつかみ、グッと身体を引き寄せる。

「ん、んんんっ!!」

　突然のことだった。

　圧倒的な力を前に、みずきの心はすくみ上がり、頭が真っ白になってしまう。

　にゅるりと舌が差し込まれてくる。

　唇を割り、前歯をちろりと舐める。

　息をしようと口こう蓋がいを開いた瞬間、それは口内に侵入してきた。

　柔らかく生温かい肉塊が、みずきの舌を絡め取ってくる。

「んあっ、あ、ああっ……」

　舌が勝手に反応してしまう。

　肉塊を──加城の舌を受け入れ、指先でそうしたように自分の舌を絡めていく。

　加城の舌は器用にうねって、みずきの舌を愛撫し、みずきの舌と絡まりあう。

（駄目っ……抵抗、しないと……）

　ようやくそれだけ、頭に浮かぶ。

　加城の身体を押し返そうと、腕に力を入れる。

　しかし手首をがっしりつかまれているせいで、なにもできない。

「んーーーーっ！　んんーーーーーっ！」

　じゅるりと唾液を流し込まれ、鼻から悲鳴を漏らした。

　他人の唾液を飲むことへの生理的嫌悪に、ガクガクと膝が震えた。

　だが──。

「ふっ、ふぁあっ!?」

　ビクンと衝撃が、口内から脳天まで突き抜けた。

　加城の舌が、上顎の内側を軽くこすったのだ。

　初めて知る、その部位から発生する快感。その衝撃で、みずきは抵抗を忘れてしまう。

「ふ、ふ、ふぁあぁあああ……む、むふぅっ……！」

　舌を絡めたかと思うと、また上顎の内側をこすってくる。

　しかも今度は、くすぐるように絶妙な強弱をつけて。

　もう嫌悪はなかった。舌が与えてくれる刺激に、ただ酔いしれていた。

　抵抗できるはずがない。

　こんな甘美な刺激が、この世に存在するなんて──。

「ぷはぁっ……はぁっ、はぁっ……あぁぁ……」

　息が続かなくなって、唇を離した。

　舌と舌のあいだで、ねっとりと唾液が糸を引く。

「あ、あ……」

　だらしなく唇を開いたまま、加城のほうを見た。

　快感のせいか、目の焦点が定まらない。

　それでも、加城はいつもの表情をしているのがわかった。

（先生にとって、これは普通のことなんだ……）

　その事実が、みずきの胸の鼓動を速くさせる。

　こんなことを加城は──いや、世の中のカップルは普通にしているのだろうか。

　どうして自分だけ、そのことを知らなかったのだろう。

「……あ、ありがとうございます……もう、これで──」

　言葉は最後まで紡げなかった。

　加城の唇に、再度唇を塞がれる。

　もう抵抗はできなかった。全身に力が入らない。

「む、むふぅぅぅ……あぁ……」

　今度は急いた動きで、舌の根元をくすぐってきた。

　だらしなく口蓋をひらき、みずきはそれを受け入れていく。

　じゅるると、はしたない水音が上がった。

（こんなの……な、流されちゃ駄目……）

　頭ではわかっていた。でも、身体が動かない。

　それどころか、待ちかねていたように受け入れてしまう。

　舌の愛撫を、口内粘膜の蹂躙を。

　恋人にしか許してはいけないはずの行為なのに。

「あはぁ……はぁ、はぁ……ず、ずじゅるっ……」

　いつしか、自分からも舌を絡めていた。

　意地悪く引っ込んでいく加城の舌を追うように、舌をだらしなく伸ばしてしまう。

　今度は加城の口内で、舌が絡み合う。

　コーヒーの味のする唾液を味わいながら、じっくりと舌を愛撫しあう。

「ふ、ふはぁ……っ、あっ、あっ、あぁっ……」

　もう加城は手首をつかんでいなかった。

　その代わり、みずきの頰に手を添え、優しく自分のほうへ寄せる。

　加城の口内を味わおうとするあまり、どんどん顔を、そして身体を加城へと寄せていく。

「ふっ！　っ、っ……！」

　胸が加城の胸板に触れた。

　ブラウスにシャツ、それにブラもつけているのに、男の筋肉を先端で感じてしまう。

　そんなはずはない。錯覚だ──そう思ってはみても、もう身体は言うことを聞かない。

　身体をなおも加城へと預けて、乳房を胸板にグッと押しつけた。

「！　っ……！」

　錯覚なんかではない。それは本当に、痺れるような快感だった。

　ブラの中の乳房が、ぐにゃりとひしゃげて肺を圧迫する。

　呼吸ができなくて苦しいはずなのに、それさえも心地いい。

　乳房をこねるように、身体を左右に動かしてしまう。

　加城に気づかれないよう、わずかに動いただけなのに、自分の胸の重みをあらためて感じてしまう。

　ブラの生地で乳首がこすれて、鋭い快感が生まれる。

「っ、あ……」

　もっと、と思ったところで、加城の舌が離れていく。

　みずきだけが舌を突きだした格好になり、あわてて顔を引こうとした。

　そんなみずきの動きを制するように、頰に添えられていた加城の手が動いて、親指をぬるりと口内に差し入れてきた。

「んむっ、ぁ、むぁっ……ちゅぱぁっ……」

　唇を左右になぞるように動く親指を、舌先が無意識に追いかける。

　そしてより深く侵入してきたそれを、まるでアイスキャンディーでも舐めるように、しゃぶってしまった。

　はしたない水音が鳴り、自分がキス以上のことをしようとしていることを悟る。

　それでも、舌の動きを止めることができない。

（どうして……私、どうしちゃったの……？）

　怖い。自分の中で目覚めていくなにかを感じて、みずきは恐怖する。

　止めて欲しい。加城は大人なのだから、もうこれ以上は……。

　みずきの目尻に浮かんだ懇願の涙を、加城の人差し指がぬぐう。

　どこか手慣れた仕草だった。

（そうだ。加城先生にとってこれは普通のことなんだ……だから練習しようって……）

　加城に任せていればいい。

　そうすれば、自分もきっと高橋と上手くキスできるようになる。

　そんな言い訳をしながら、熱い鼓動を打つ胸を、より強く加城へと押しつけようとした。

　だが──。

「……今日はここまでにしておこうか」

「え……」

　スッと逃げるように身体を遠ざけた加城に、みずきは間の抜けた声を返してしまう。

「あくまで練習だからね。どうだったかな？」

　さっきまでの情熱的な舌と指の動きが噓のように、加城はさわやかに微笑んでいる。

　その笑顔からは、粗暴な性欲など微塵も感じられない。

　こちらの性感を掘り起こすような、あのねちっこい舌と指の持ち主とは思えなかった。

「あ、あのっ……はぁ、はぁ……なんだか、変な気分で……」

　みずきは、自分の息が熱く荒くなっていることを実感していた。

　それなのに、加城は息ひとつ乱していない。

　自分ひとりが興奮してしまっている事実に気づいて、体温がカッと上昇していく。

「恥ずかしがることはないよ。初めてだったんだろう？」

「は、はいっ……こういうのって……先生もみんなも……普通、なんでしょうか……？」

「普通って？」

　平然と問い返される。

「そ、それは……みんな普通にこういうことを……」

「しなきゃ、みずきちゃんも生まれていないよ？」

　まるで子供に言って聞かせるような口調だった。

　ますますみずきは自分が恥ずかしくなり、うつむいてしまう。

　加城が眼鏡をかけ直し、ベッドから立ち上がった。

「さ、休憩はこのくらいにしよう。次は問題７だね」

「……は、はい」

　加城に導かれるようにして、勉強机の前に座り直す。

　鉛筆を手に取り、ノートと参考書に向かう。

　並んでいる文字列は、まったく頭に入ってこない。

　それよりも──。

　加城のほうをちらりと盗み見た。

　さっきのあの、暴力的なまでの舌遣い。唇の感触。この胸を押し潰した、たくましい胸板──。

「どうしたの？　次のページだよ？」

「え？　す、すみませんっ……」

　みずきはあわてて、参考書のページをめくった。

　加城はまったくいつもどおりだった。

　加城に胸の疼うずきを見透かされたような気がして、みずきはひとりでまた頰を赤くした。





※　　　　　※　　　　　※






　みずきは、バスタブの中で手を伸ばした。

　湯の中で揺れる手は、長風呂のせいかほんのりと上気している。

「高橋くん……」

　もう一度、その名をつぶやいた。

　今度は自分でも気づくほど、不服そうな声音だった。

　あわててみずきは、首を小さく横に振る。

（駄目駄目……！　高橋くんは、私を大事にしてくれてるんだから……）

　高校時代からそうだった。

　自分のことより、いつもみずきの気持ちを優先してくれた。

　だからこそ、これ以上距離を縮めてこないのだと思う。

　いまのみずきにとって一番大事なことは、受験勉強なのだから。

「だからって……こんな状態、よくないよ……」

　ふたりの関係が、こんなふうに不自然なのはよくない。

　そのことを言ったつもりだったのだが、言葉にしてみると、まるで盛さかった自分の身体のことを言っているような気がする。

　もう一度乳房に触れた。

　熱くしこったそこは、いつもより張っているような気がする。

　頂点で存在を主張する乳首は、水面に浮かび出ていた。

　硬く屹立したそれを見ているうちに、いまなお続く熱い感情の高まりを感じてしまう。

　左手の指でそれを摘まむ。

「あ、はぁ…………はぁ、はぁ……」

　刺激が走るが、もうそれだけでは物足りなかった。

　右手が、下腹部の茂みをそっと撫でた。

（駄目っ……それ以上は駄目っ……）

　みずきにも、自慰の経験はある。

　でもそれは、いまのように胸を揉む程度で、女性器に直接触れたことはなかった。

　そこに触れることには、抵抗があった。

　下着の上から軽く触れただけで、激しい罪悪感に苛さいなまれるくらいだ。

　いまみずきは、その禁を破ろうとしていた。

　バスタブの中なので、当然いまは全裸だ。触れてしまっても仕方ない。

　そんな言い訳を思い浮かべながら、指先を茂みからその下へと這はわせていく。

「ふう、はあ……はぁ、はぁ……」

　息が荒くなる。

　指先が秘唇に軽く触れた。

「っ!?　あ、ああ……っ」

　とうとうそこをさわってしまった──その衝撃もさることながら、みずきを驚かせたのは、そこからあふれている潤いだった。

　秘唇からは、お湯とは違うヌメリが確かにあふれ出ていた。

「……どうしよう……私、こんな…………あ、ああっ、ふあ、あぁっ……」

　ヌメリの正体を確認しようと指先を動かすうちに、熱い衝動が生まれてしまう。

　みずきはもう、その衝動に逆らうことはできなかった。

　バスルームの中を、みずきの熱く火照った息遣いが満たしていった──。
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■第二章　Awakening　～覚醒する身体～




　町外れにある森の中で、軽快な音が響く。

　ラケットがボールを打ち、続いてボールがコートで跳ねる。そしてそれをまた、ラケットが打ち返す。

　誰かがテニスをプレーしている音だった。

　絶え間なくリズミカルに音が続くのは、それが上級者のプレーであることの証拠だ。

「へえ、上手だね、あのカップル」

「ふたりとも、東高のテニス部出身だって」

「ああ、なるほど」

　平日のテニスコートは閑散としていたが、市立公園の中にあるせいで通りすがりの人たちが足を止めて見入っている。

　コート内で打ち合っているのは、みずきと高橋だ。

　今日は高橋の授業が午前中で終わりなので、昼からここに来て汗を流している。

　毎週というわけにはいかないが、こうして運動するのは、みずきにとって数少ないリフレッシュの時間だった。

「あっ……」

　高橋のボレーが、サイドライン内に決まった。

　みずきが悔しそうな顔を浮かべる。

「ごめんごめん。ムキになっちゃった」

　高橋がそう言って頭を搔かく。

　みずきはハッとして、ぎこちない笑みを浮かべた。

「ううん、本気出してくれないと運動にならないから」

「そんなこと言っていいの？　僕の本気、知ってるでしょ」

「ふふ、男子テニス部の元部長が言うと説得力あるね」

　高橋の軽口に答えながら、みずきは次のサーブの準備をする。

　──満たされない。

　そんな思いが、また湧き上がってくる。

　加城と『練習』してから数日。みずきはずっと満たされない思いを抱えていた。

　あのとき胸の中に生まれた、熱い疼き。

　それは、どれだけ自慰に耽ふけっても消えなかった。

　初めて秘唇を割り開き、膣の入り口付近までいじったのに、あのときの衝撃にも似た快感には全然かなわない。

　毎晩毎晩バスルームでベッドで、一心不乱に胸を揉み、秘唇をいじった。

　それなのに、日ごとに胸の疼きは大きくなっていくのだ。

　激しい運動でもすれば解消できるのではないかと、淡い期待を抱いてこの日を迎えたのだが……。

　ボールを手から放して、素早くラケットで打つ。

　コートでバウンドしたボールを、高橋が打ち返す。

　これは試合ではない。あくまでデートの一環で行なっているプレーに過ぎない。

　だから高橋は、みずきが打ち返しやすいところに打ち込んでくれる。

　ラリーが続くようにという配慮だ。

　そんな当たり前の思いやりさえ、なぜか歯がゆい。

　もっと激しいサーブを決めてくれればいいのに──。

　この胸の疼きを消すほどの激しいラリーを求めているのに、どうして高橋はわかってくれないのだろう。

　そんないらだちさえ湧き上がってきてしまう。

「ふっ、はっ……！」

　だからつい、みずきは本気で打ち返してしまう。

　高橋を翻弄するように、コートの空隙を狙ってボールを打つ。

　しかしさすがは元部長だけあって、高橋も簡単にはやられてくれない。

　すぐに身を翻して、みずきの打ったボールを返してくる。

「くっ……！」

　みずきがしかけた勝負に、みずき自身が翻弄されてしまう。

　右に左に、みずきの肢体が機敏に動く。

　そのたびに白いスコートがひらりと揺れ、健康的な太腿を覗かせる。

　何人か、道行く人が足を止めてみずきに見入っている。

　それも仕方ない。みずきのウェア姿はハッとするほど美しかった。

　高校時代から、みずきがプレーするたびに男子生徒が集まってきて困るほどだった。

　だからみずきも、高校時代は地味なウェアばかり着ていた。

　でも今日は違う。まるで挑発するような短めのスコート。ちょっと胸ぐりの大きい、ショートスリーブシャツ。

　両方ともまぶしいほどの白で、市立公園のいささか寂さびれたコートでは目立って見える。

　そしてなにより──。

「ねえ、あの子……」

「うん……すげえな、あれ」

　隣のコートのカップルがそう囁きあうほど、目立つもの。

　スポーツブラでも押さえきれない、みずきの弾む巨乳が周囲の目を奪っていた。

　ラリーの応酬が激しくなればなるほど、みずきの身体は忙しく動き回り、それにワンテンポ遅れて大きな乳房がついていく。

　いかにも運動には不向きな胸で、みずきがテニスでいまひとつ伸びなかったのはそのせいだと言われているくらいなのだ。

　みずき自身もそれは痛いほど感じていた。

　だから、部活動を引退してからは、それほど熱を入れてプレーすることはなかったのだが……。

（どうして……？　胸がどんどん熱く……）

　窮屈なブラの中でも、乳肉は慣性で激しく動く。

　胸の中でくすぶっていた疼きが、熱となって乳房に伝播していくように感じられる。

　それを消し去ろうとプレーに集中すればするほど、胸は暴れ回って熱を持っていく。

　周囲の視線も、それに拍車をかけていた。

　いつもなら嫌悪しか感じないそれが、今日はどこか心地よい。

　他者の視線を、性的な好奇の目を感じて、胸が妖しく昂ぶってしまう。

「んっ……！」

　高橋に向かって、ボールを打ち返す。

（高橋くんは……私を見て、なんとも思わないのかな……？）

　そんな疑念を込めて、ラケットを振る。

　しかし高橋の目は、まっすぐボールの軌跡だけを見ていた。

　そして正確に、みずきの打ちやすい箇所へと返してくる。

　その冷静さが、優しさが、今日はどうしてもいらだたしく感じる。

　ボールを追うとき、わざと脚を大きく広げてみたりもしてみた。

　引き締まった足が伸び、剝き出しになった太腿が日の光を浴びて白く輝く。

　アンダースコートが露わになり、淫らとさえいえるほど大胆な動きを見せる。

　高校時代であれば、きっとフェンスの外で男子生徒たちがどよめいていたであろう。

　実際、隣のコートではカップルの男のほうがそれを目で追ってしまい、ポイントを取られてしまっていた。

　それでも高橋は動じない。

「それっ！」

　ラインすれすれに打ち込んだボールを、見事に打ち返す。

　みずきがボールを追うまでもなく、それはサイドライン内に決まった。

「あ……」

「ふうっ……いまのは危なかったよ」

　高橋が額の汗をぬぐいながら、さわやかな笑顔で言う。

　みずきは高橋の顔をじっとみつめる。

（私のこと、見てくれてるよ……ね……？）

「おいおい、そんなに悔しそうな顔しないでよ。試合じゃないんだからさ」

　高橋が笑顔を崩さずに言った。

　その言葉で、みずきもハッとなる。

「ご、ごめんね……そういうわけじゃなくって……ええっと……」

「わかるよ」

「え？」

　高橋の言葉に、反射的に期待のこもった声で答えてしまうが──。

「身体がなまってるの、許せないんだろ？　仕方ないよ、ずっと受験勉強してるんだから」

「……う、うん」

　──そうじゃない、そうじゃないの。

　なまっているどころか、身体の中のどこかは確実に鋭敏になっているのだ。

　それがどこか、わからない。

　高橋なら、彼氏なら、それに気づいてくれると思ったのに……。

　そんな思いが、顔に出ていたのかもしれない。

　みずきは額の汗をぬぐいながら、懸命に笑顔を作った。




　ひとしきりプレーしたあと、併設されているシャワールームで、汗を流した。

　栓をひねって水流を止める。

　火照った身体を冷ますように、しばらくみずきはそのままでいた。

　濡れた髪が頰にへばりつき、水滴が顎から垂れ落ちる。

　胸の疼きはまだ消えない。

　乳房を抱えるように、両手を身体の前で組む。

　鼓動が、乳肉を通って二の腕に伝わってくる。

（全然収まってくれない……）

　運動すれば、この疼きは消えると思っていた。

　これまでにも、なにか物事がうまくいかないときに悶々としたことはあった。

　でもたいていは、身体を動かすとそれはいつの間にか消えていた。

　だから今日も、それを期待して高橋をテニスに誘ったのに……。

（……違う。本当は私、違うことを期待してた……）

　いま、みずきははっきりとそれを自覚する。

　高橋に見て欲しかったのだ。自分の身体を。昂ぶった肢体を。

　そして──。

　ギュッと自分を抱くように腕に力を込めた。

　ひしゃげた乳肌の上を、水滴が流れていく。

　それがシャワーの名残なのか、汗なのか、みずきにはわからない。

　ヒュッと風が吹き抜け、みずきは我に返った。

　どれだけこうしていたのだろう。早く出ないと、高橋が心配してしまう。

　バスタオルを手に取り、軽く身体を拭いてからロッカールームへと向かう。

　そのままロッカールームへ入ろうとして、みずきは足を止めた。

「ちょっと、まずいってば……」

「大丈夫だって。さすがにもう帰っただろ」

　若い男女の声がする。

　さっき隣のコートでプレーしていたカップルだろう。

　みずきはとっさに、壁の陰に身を隠した。

　まさかバスタオル一枚の姿で、男性の前に出るわけにはいかない。

「ここ、女子更衣室なんですけど？」

「お前だって止めなかったじゃん」

　みずきの荷物が入っているロッカーは、彼らの足下だった。鍵がかかっているのが見えていないのだろう。

「ん、んん……ちゅ、ちゅばっ、ちゅ、ちゅ……」

　激しい口づけを交わす音が聞こえた。

　──ダン！

　続いて聞こえた大きな物音に、みずきはビクンとすくみ上がる。

　男が女の身体を、ロッカーに押しつけたようだ。

「あ、あはぁ……いま汗くさいってばぁ……」

「それがいいんだろ……」

　衣ずれの音がする。服を脱がせているのだ。

　みずきの胸の鼓動が高鳴る。

　性行為そのものを見たことはない。なにかのはずみでエッチな漫画を読んだことがある程度だ。

　でも、どんなことをするのかはもちろん知っている。

　隣でそれが行なわれている──。

　好奇心には勝てず、みずきは恐る恐るロッカールームの中を覗き見た。

「ちゅ、ちゅばっ……へへ、お前だって興奮してるじゃん」

「あん……だってぇ……ふはあ、そこぉ……」

　ロッカーに背を預けたポニーテールの女に、男がくらいつくように抱きついている。

　シャツとブラをまくりあげ、脇腹から下乳へ熱心にキスしている。

　──ドクン。

　いっそう大きく、みずきの心臓が脈打った。

　薄暗いロッカールームの中で、妖しく絡みあうふたつのシルエット。それは、背徳的で淫靡で退廃的で──激しい性的興奮を、みずきにもたらす。

「ちゅぱっ、ほら、乳首こんなにして……盛ってたんだろ？」

「やめてよ、そんな言い方……んっ、ああっ……つ、強く、吸わない、で……」

　男が乳首に吸いついていた。

　男の言うとおり、女の乳首はシルエットでもわかるほど勃起していた。

（あんなに大きくなるんだ……）

　自分の乳首よりもはるかに大きなそれを見て、自然と手が胸に伸びていく。

「ま、待ってよ、いま脱ぐからっ……あぁんっ」

　女が急いた口調で、シャツとブラを脱いだ。

　その拍子に束ねていた髪がほどけて、バサリと乱れて広がる。

「ね、ねえっ、誰か来るかもしれないから……早くぅっ……！」

　その口調は、人に見られる恐怖よりも、切迫した欲望が勝っていた。

　求められると余裕が生まれるのか、男は今度はゆっくりと乳房を揉む。

　男の顔に浮かんでいる卑しい笑み──本来なら目を背けたくなるはずのものを、みずきはなぜかうっとりと見つめてしまう。

　若い男女だった。おそらく自分とそう変わらない年齢だろう。

　それなのに、どうしてこんなにも自然にお互いを求められるのか、不思議でならない。

　あんなふうに求められてみたい。そんなことを夢想して、みずきの手も男の動きをトレースしてしまう。

　自分の乳房をいやらしく、じっくりと揉んでいく。

「はっ、はぁん……お、おっぱいばっかり……くひんっ、強く揉まないでってば……」

「だってさ、さっきから気になっちまって……へへ」

　女のほうの乳房は平均より大きい。みずきほどではないが、巨乳と言っていいだろう。

　その乳房に、男の無骨な指が食い込み、ぐにゃりと形を変える。

　みずきも自分の乳房をつかんだ手に、力を入れた。

　ぐんにゃりと歪んだ乳房は手から垂れ落ちそうで、女以上の柔らかさを見せる。

　それでもみずきは、女がうらやましくてたまらなかった。

　あの無骨な指でこの乳房を力強く揉んでもらえたら、どんなに素敵だろう。

　嫉妬にも似た感情が、胸の中で湧き上がる。

「そんなこと言って……わかってるんだからぁ……」

「なにがだよ……ふ、はあ……」

「隣のコートの女、ずっと見てたくせに」

　その言葉に、みずきの手が止まる。

　隣のコートの女──自分のことだろう。

「ち、ちっげーよ！　勘違いだって！」

　ごまかそうとしたのか、男の手つきが荒々しくなる。

「んくっ、はぁぁ……ふふっ、いいよべつに。あの女のおかげで、あはぁっ、あんたがこんなにがっついてくれてるんだから……あふっ」

「ちがうって……くそっ、言ってんだろっ……ふっ、ふうっ！」

「あぁん！　そんな強くしたらぁ……おっぱい取れちゃうぅ……」

　男の愛撫に反応するように、女が背を大きく反らす。

　かたちだけの抵抗をするように頭を左右に振ると、髪がバサバサと揺れた。

　みずきのいる場所にまで、ムッとするような汗の香りと──なんとも言いようのない匂いが漂ってくる。

　甘く、気け怠だるい匂い。セックスの匂いだ。

　そう気づいた途端、みずきの手は再び激しく動き出す。

（いやらしいのに……品がないのに……どうして私、こんなに興奮してるの……？）

　男に負けないくらい、きつく乳房を揉む。

　指のあいだからあふれる乳肉を確かめながら、頂点へと揉んでいく。

　そして──。

（っ！　っ、っ、くうぅっ……！）

　乳首をいじったとき、劇感が走った。

　思わず声が漏れそうになり、もう片方の手で口を押さえた。

（乳首、すごく敏感になってる……）

　さっき高橋とプレーしているときから、ブラの中で乳房は熱く張り詰めていた。

　なかでも乳首は、激しく胸が揺れるたびにブラの裏生地でこすれて、どんどん硬く大きくなっていた。

　動くたびに刺激が走り、快感が胸の中に蓄積されていく。

　そのことにも、高橋は気づいてくれなかった。

「ああっ……あ、あ、あぁ～～～っ！」

　女が嬌声を上げた。

　ハッと顔を上げてみると、男がキスする場所をへそのあたりへと移していた。

　唇はそのまま下腹部へと移動していき、男の顔が女の下腹部へと埋もれる。

　片手で乳房を揉んだまま、もう片方の手が腰へと伸びる。

　そしてそのまま、スコートとショーツを膝までグッとひと息に下ろした。

（──っ！）

　女の秘所が露わになる。

　陰毛の茂みに、男が顔を埋めた。

「じゅずるっ……ずず、れろれろ……」

「んんうっ！　ふ、あっ、はぁうっ……そ、そこは……！」

　女の声に、甘い響きがこもる。

　男が秘所を舐めているのだ。その水音からして、すでに秘所は潤っている。

　みずきまでもが、ジュンと熱いものを下腹部に感じる。

「そこ……汚い、汚いからぁっ……」

「お前のおま○こが汚いわけないだろ……れるるっ」

　そんなやりとりが、みずきの身体を熱くさせる。

　ずるい。私も高橋くんに、ああ言って欲しい。私の身体は全部、高橋くんのものなのに……。

　もじもじと太腿をこすりあわせる。と、みずきは違和感を覚えた。

（！　私も……濡れてる……！）

　秘所がねっとりと濡れていた。

　いや、濡れているというのは正確な表現ではない。

　秘唇からはダラダラと涎よだれのように愛液が垂れていて、いつのまにか秘所だけでなく太腿までもべったりと蜜まみれにしていた。

　いままでそのことに気づかなかったことに、みずきは愕然とする。

　目の前でカップルが繰り広げる痴態に、それだけ夢中になっていたのだ。

　自分の中の性的好奇心に、寒気すら覚える。

　いま自分がしていることは覗きなのだ。してはならないことなのに。

　でも、止められない。

　濡れていることに気づいてしまったらもう、指はそこに向かっていた。

　音を立てないようにこっそりと、股間に手を潜り込ませる。

　──くちゅり。

　小さな音が漏れたが、カップルが気づく様子はない。

　それどころか、互いにあふれる声を抑えきれない様子だった。

「あーーっ！　あーーっ！　おま○この入口、そこっ、もっと舐めてぇっ！」

「ずじゅるっ、ちゅる、へへ、こんなに濡らしてたら……もういいよな？」

　ロッカールームいっぱいに声と水音を響かせてから、男は頃合いとばかりに下腹部から顔を上げて立ち上がった。

　口奉仕の快感を喪失した女が、呆けた顔で男を見る。

「ふあ……？　え、あんたまさか……」

　男はズボンの前をはだけ、肉棒を取り出した。

（──っ!!）

　みずきは息を吞んだ。

　初めて見るその大きさ、形。異形としか形容しようのないそれは、天を向いてそそり勃っていた。

　陰になっていても、茎の部分に血管が浮き出ているのがわかる。

　ゴツゴツとしたシルエットは、とても人の身体の一部とは思えない。

「だ、駄目よ……人が来ちゃう……きっと来ちゃうって……」

「いまさら怖じ気づいたのかよ。ここまできておあずけはナシだぜ」

「あ、ああ……」

　男が肉棒の根元を片手で支えて、ゆっくりと女へと近づく。

　女の拒絶は、言葉だけのものだった。

　身体を震わせながらも、両脚をしっかりと開き、手を男の腰に添える。

（入るんだ……あれが、あんなのが……女の人の中に……!?）

　指の先端を秘唇に触れさせたまま、みずきはふたりをじっと見つめる。

（あれが……セックス……愛する者同士の営みなんだ……）

　自分の性器に、あの凶器のようなものが入るところを想像する。

　どうすればあんなものが入るのだろう。

「お、おおっ……」

「あ、あぅぅん……」

　男と女の腰がゆっくりと重なっていく。

　みずきもそれをなぞるように、自分の指を秘唇の中へ入れていく。

　指先が膣口に触れた。そこから先へは、まだ入れたことはない。

（……あんなものが入るんだから……）

　指くらいきっと平気。そう信じて、膣口を押し広げて指を挿入した。

「んあぁっ!!」

　膣口内側の粘膜に指先が触れた途端、電撃のような快感が背すじを走り抜けた。

　思わず声があふれ出て、手で口を押さえるが、遅かった。

「ひっ!?　だ、誰っ!?」

「やべっ、誰かいたのかよっ!!」

　シャワールームの入口にみずきの姿を認め、男と女はすぐに身体を離した。

　そしてあわてふためいた様子で、乱れた服を整える。

「え、ええっと……ごめんなさい、ちょっと忘れ物をして……」

「あ、ああ。誰もいないと思ってつい……さ、行くぞ！」

　覗き見していたみずきよりも、女子更衣室でセックスした自分たちのほうが罪が重いと思ったのだろう。

　ふたりは言い訳しながら手早く荷物をまとめ、ダッシュでロッカールームから出ていった。

　廊下を走っていく足音を聞きながら、みずきは熱い息を吐きつつシャワールームの壁に身体を預けた。

（逃げなくていいのに……）

　続きを見せて欲しかった。

　愛し合う男女が、どのように交わるのか──それを生で見る、せっかくの機会を失ってしまった。

　そのことを、みずきはなにより残念に思っているのだった。

　もうすっかり冷え切ってしまった身体を、空調が作る風が優しくなぶっていく。

　そのことでみずきは、自分の心の中で渦巻く熱と、本当の肉体との温度差を、いまさらのように感じていた。





※　　　　　※　　　　　※






「一ノ瀬さん、すごいね」

「え、すごいって……なにが？」

　帰り道、高橋に言われてドキリとする。

　みずきの頭には、いまもロッカールームで絡みあう男女の情景が鮮烈に焼きついていた。

　それはそのあと高橋と合流して、食事をしてからも離れてくれなかった。

　他人の情事を覗き見してしまったことは、やはり後ろめたさを伴う。

　だから高橋の言葉に、ことさら反応してしまう。

「いや、ブランクあるのに腕が衰えてないから。僕以外の人とプレーしたりしてたの？」

「う、ううん、まさか。高橋くんこそすごかったじゃない。大学入ってから、テニスはしてないんでしょう？」

　覗きについて言われたわけではないことに気づいて、みずきはホッとする。

　当たり前だ。高橋はみずきがなにをしていたのか、知るわけがない。

「…………」

　高橋の答えに少し間があった。

「高橋くん？」

「あ、ごめん。言ってなかったっけ？　僕、テニスサークルに入ったんだ」

「え……」

　初耳だった。

　たしか入学当初は、お遊び系のサークルには入らず、資格の勉強ができるサークルを選ぶと言っていたはず。

　みずきの顔を見て、高橋はバツが悪そうに続ける。

「語学クラスで仲よくなったヤツにさ、高校時代にテニスやってたって言ったら、どうしてもって頼まれちゃって……あ、ちゃんとしたとこだよ？　体育会じゃないけど、大学対抗で試合もあったりしてさ──」

　言い訳するときに、やたらと饒舌になるのは高橋の癖だった。

　この様子からして、きっとサークルには女性もいるのだろう。

　みずきの心がスッと陰る。

「……内緒にしてたわけじゃないんだ。一ノ瀬さんが勉強に集中できなくなると思って……サークルの話とか、イヤでしょう？」

「ううん、イヤじゃないよ」

　自分でもびっくりするくらい、声が沈んでいた。

　黙っていたのは、高橋なりの思いやりだったのはわかる。

　仮に女性がいたとしても、高橋が浮気なんかしないと信じてもいる。

　それでも、胸の奥がチリチリと痛んだ。

「……教えて欲しかったな」

「う、うん、ごめん。でも……」

　みずきは立ち止まって、高橋の言葉を遮るように言う。

「私、知りたいの。高橋くんのことなら、なんでも」

「一ノ瀬さん……」

　高橋が驚くほど、それは大きな声だった。

　みずきがこんなふうに自分の意見をはっきり言うことは珍しい。

「高橋くん、私のこと……好き？」

「え……？　な、なにをいまさら」

「…………好き？」

　みずきはうつむき加減で尋ねる。

　息が熱くなっているのが自分でもわかる。傍はた目めにもわかるほど、顔は赤くなっていることだろう。

　高橋も真っ赤になって周囲を見回した。そして誰もいないことを確認してから、ゆっくりと一語一語区切るように答えた。

「俺は一ノ瀬さんのこと、好きだよ。ずっと前から……ううん、初めて会ったときから」

「高橋くん……」

　みずきの胸の鼓動が速くなる。

　高橋からこんなふうに言ってもらうのは、卒業以来だった。

　胸の奥の疼きが、じんわりとまた熱を帯びてくる。

　いまなら、次のステップに進めるはず。

　じっと高橋の行動を待つ。

　しかし──。

「一ノ瀬さん……あの、手、繫いでいいかな……」

「え……？」

　思わずみずきは、高橋の顔をまじまじと見てしまった。

　まさか、いまさらそんなことを確認されるとは思わなかった。

　今日こそは、いまこそは次に進むべき機会なのに……。

　みずきの顔から、高橋はあわてて目を逸らす。

「あ、いや、ここじゃ人目もあるよね。ごめんごめん」

　そう言って、高橋はさっさと歩き出した。

（違う、違うの。そうじゃないの。私が欲しいのは……）

　喉まで出かかった言葉を、グッと吞み込んだ。

　そしてみずきは、いささか乱暴に高橋の手を後ろから握った。

「い、一ノ瀬さん……!?」

「……行こ、高橋くん」

　それだけ言って、顔を見られないように高橋を先導して歩く。

「あはは、そうだよね。僕たち……つきあってるんだもんね」

　高橋の嬉しそうな声が背後から聞こえる。

　そんな高橋に追い抜かれまいと、みずきは早足で歩いた。

　みずきはいま、自分がどんな顔をしているのかわからなかった。




　みずきの家の前につく頃には、夕方近くになっていた。

　今日は加城が家庭教師にやってくる日なので、まだ日は沈んでいない。

「それじゃあ」

「うん。今日は楽しかったよ。ありがとう、高橋くん」

　満たされないものを感じながらも、みずきは笑顔を作る。

　高橋が名残惜しそうに口を開く。

「あのさ……」

「うん、なに？」

「来週の週末……映画に行かない？」

「来週……大丈夫だよ。なに観ようか」

「『イングリッシュゲーム』、観たいって言ってたでしょ」

　それは、みずきの好きな俳優が出ている映画だった。

　アカデミー賞も受賞したとかで、前にも高橋と話したことがある。

　そのことを覚えていてくれたのだ。

「ありがとう……嬉しい。それ、観たかったんだ」

「そう言ってたなって思って」

　高橋が無邪気な笑顔を見せる。

　それを見て、みずきは実感する。

　ああ、この笑顔だ。こんな飾らない笑い方をするから、高橋くんのことを好きになったんだ……。

　幸せな気持ちが胸いっぱいに広がる。

　同時に、今日一日ずっと抱えていた気持ちが、言葉となっていく。

「高橋くん、あのね……」

「うん」

　消え入りそうになる勇気を、グッと奮い起こす。

「…………キ、キス……しよ」

「え……」

　幸い、この時間は滅多に人は通らない。

　ここなら、きっと受け入れてもらえる……。

　みずきのそんな願いが通じたのか、高橋がコクリと頷いた。

「う、うん……」

　みずきは黙って目をつむり、顔を上げた。

　高橋がゴクリと生唾を吞み込むのがわかった。

「い、いくよ……」

「…………」

　火照った顔がじわじわと近づいてくる。

　そして──。

「んっ……」

「ふっ…………」

　唇が重なった。

　高橋の硬く、そして温かい唇の感触が伝わってくる。

　カアッと顔が熱くなり、胸の奥で心臓が早鐘のように動く。

　加城とした『練習』のときのように、そのまま舌を差し入れようとした。

　唇を開いて、舌を高橋の口内へと──。

「ぷはあっ……はぁ、はぁ……」

「んんっ……!?」

　その瞬間、高橋はみずきから唇を離してしまった。

　勢い、みずきの舌先は空を切り、あわててそれを引っ込める。

　ちゅるんと、虚しい水音がみずきの耳を打った。

「あ、あはは……キス、しちゃったね……」

　高橋が笑っていた。

　いつのも、邪気のない笑顔で。みずきの大好きな、あの笑顔で。

　みずきは行き場を失った思いをどうしていいのかわからず、ただ呆然とするばかりだった。

（いまのが……キス？　高橋くんは、これでよかったの……？）

　それでも、みずきは取り繕うように笑顔を作る。

「そ、そうだね……ふふ、ついにキス……しちゃった……」

　自分でも驚くほど、薄っぺらい芝居だった。

　本当は驚いているのに。

　本当は失望しているのに。

　本当はもっともっと激しく、強く求めて欲しいのに。

　でも、そんなことを言う勇気はなかった。

「……今日はありがとう。映画、楽しみにしてるね」

「うん。チケット取っておくから。いまからなら、いい席取れるよ」

　いまやどうでもいいことを高橋が言っている。

　みずきは気持ちの入らない返事をして、いつものように高橋と別れた。

　門から玄関までを数歩歩いてから、振り返った。

「…………」

　もうそこに、高橋の姿はなかった。





■第三章　Calling　～呼び声～




　部屋に入ると、ドアに鍵をかけた。

　服を脱いで部屋着に着替えようとしたが、裸のままベッドに倒れ込んだ。

　満たされなかった。ようやく高橋とキスすることができたのに……。

　人差し指で唇をなぞる。高橋の唇が触れたその場所を。

　触れただけで満足できたのだろうか。

　そんなはずはない。だって、自分はこんなにも──。

　知らないうちに、指は下半身へと移動していた。

（駄目っ、今日はこれから先生が来るんだから……！）

　指が向かおうとしているところを感じ取り、必死に止めようとする。

　しかし、もうひとりの自分が囁く。

（このままじゃ、また先週みたいに集中できなくなっちゃう。なら、ちゃんとスッキリしておいたほうがいいんじゃない……？）

　ふたつの自分のあいだで戸惑ううちに、指はもう股間に潜り込んでいた。

　そして、秘唇をなぞる。

　──くちゅり。

　水音がした。そこはもう刺激を待ちわびて濡れていた。

　たまらず、みずきはもう片方の手を剝き出しの乳房にあてる。

　ぎゅっと力を入れると、乳房が押し出されて形を変える。

　しかし、それはいつもより張りがあって、手のひらへと反発を返してきた。

　満たされない思いをそのまま詰め込んだような肉を、力を込めて揉みほぐす。

　そして秘唇をなぞっていた指を、膣口に差し入れた。

「んああっ！　っ、ふ、ふああ……っ！」

　声を止めることなど、できるはずもない。

　今日一日、我慢に我慢を重ねて膨れ上がった疼きは、まったく消えていない。

（なんで……どうして……？　やっと高橋くんとキスできたのに……）

　その答えを探すように、乳房を揉み、膣口に指を出し入れさせる。

　ベッドがギシギシと音を立て、股間からはチュポチュポと水音が鳴った。

（消えないっ、消えてくれないっ……モヤモヤが、胸の奥がジンジンするのが……）

　この疼きは、どうしたら消すことができるのだろう。

　どんなに乳肉を揉みほぐしても、膣口を刺激しても無駄だった。

　それなのに、両手の動きを止めることができない。

「んくっ、くっ……おっぱい……張ってて……切ないよぉ……」

　いつの間にか、涙声になっていた。

　自分でもどうすればいいのか、わからない。

　苦しくてつらいのに、誰も助けてくれない。

　高橋でさえ、この苦しみから救ってくれなかった。いや、むしろ苦しみを上乗せした──そんなふうに考えてしまう。

　あの優しい高橋に、そんな恨みを勝手に抱いてしまう。

（駄目駄目！　私が勝手に期待してるだけなんだから……！）

　頭を左右に振って、考えを振り払う。

　自分は高橋に過剰な期待をしている。

　受験を控えたいま、そんなことを考えている暇はないはずなのに。

　高橋もそう思っているからこそ、なにもしてこないのだ。

　たぶん……そう、たぶん。

（高橋くん、助けて……私、苦しいの……）

　このままではおかしくなってしまう。

　みずきがそう思ったときだった。

「みずき～、加城先生がいらっしゃったわよ～」

　階下から、母の声が聞こえた。

　あわてて跳ね起き、服を着込みながら答える。

「う、うん！　ちょっと待ってて、部屋片づけてるから！」

「早くしなさい。先生が来ることはわかってたでしょう？」

「ご、ごめんなさい……」

　厳格なみずきの両親は、当然時間にもうるさい。

　ましてや信頼する家庭教師を待たせるなど、もってのほかと思っているのだろう。

　濡れそぼった股間を拭く暇はなかった。

　急いでショーツを穿いたが、べっとりと内側に蜜が広がるのを感じた。

「もういいわね？」

「うん、だ、大丈夫……」

　母が加城に詫びる声が聞こえる。

　それから少しして、階段を昇る足音が聞こえてから、ドアがノックされた。

「みずきちゃん、俺だけど……入っていいかな？」

「は、はい。どうぞ」

　ドアが開き、いつものように加城がスッと入ってきた。

　いかにも上質な、品のよいジャケットを着込んでいる。

　下半身はスリムなジーンズを穿いていて、細身の身体を強調していた。

　眼鏡の奥の目は細められていて、みずきの様子をうかがうかのようだ。

「先生、こ、こんにちは……」

「ああ、こんにちは」

　さっきまで自慰に耽っていたみずきは、落ち着かない。

　バレるはずなどないのに、どうしても動悸が収まらなかった。

　いや──。

（違う……身体が疼いてるんだ。私、まだ満たされてない……）

　そのことを、加城の顔を見たことで意識してしまう。

　加城が、用意された椅子に座った。

　その一挙一動が、なぜか胸をドキドキさせる。

　男性が──大人の男性が目の前にいる。

　しかもその男性は、先週自分にキスの『練習』をしてくれた相手なのだ。

「……どうしたの？　なんだか調子悪そうだけど」

　立ったままのみずきを見て、加城が言った。

　抑揚のない口調。冷静さを失わない表情。先週のことなど忘れたかのようだ。

　先生になら……この冷静な男性になら、相談してもいいかもしれない。

　先週の『練習』の成果を伝えるべきだろうし、先生ならこの疼きへの対処法を教えてくれるだろう。

　みずきは今日あったことを伝えようとした。

　しかし口から出たのは、はっきりとした欲望だった。

「先生っ、私キスできたんです！　なのにこんなに……こんなに切なくって……！」

「…………」

　加城の眉がピクリと動いた。

　そして、みずきの全身を舐めるように見る。

「満たされないんです。大好きなのに……どうして……」

　ただただ、感情だけが言葉になってあふれ出る。

　みずきは、加城の目が自分の下半身で止まったことに気づいた。

　確認するまでもなく、わかってしまった。

　太腿の内側が濡れていた。

　ショーツで吸収しきれなかった蜜が、太腿に垂れてきているのだ。

（どうしよう……はしたない子だって思われちゃった……）

　いまさらのように両脚を閉じ、視線を避けるようにもじもじとくねらす。

　加城の目が昏くらい光を帯び、ゆらりと立ち上がった。

「ちょっと今日は勉強の内容を変えようか」

「……え」

「満足できるように、練習の続きをしよう。いいね？」

　一応確認を取ってはいるが、有無を言わさぬ口調だった。

　みずきは黙って、コクリと頷いた。




　みずきは先週と同じように、ベッドの上に座った。

　加城も同じように横に座るかと思いきや、いきなり真正面から唇を奪ってきた。

「んむっ!?　ん、んん……んちゅっ、ちゅううっ……」

　前回と違って、乱暴で粗雑なキスだった。

　男性特有の硬い皮膚で覆われた唇が重なり、みずきの唇をついばむ。

「ん、んあっ……せ、せんせっ……どうし、て……」

「こんな感じだったんだろ？」

　加城がいったん唇を離して、見下ろしながら言う。

「ど、どういう意味、ですか……？」

「彼氏のキスだよ。こんなふうに雑で乱暴で……違うかい？」

　違う。高橋のキスは、もっと優しくて、怯えたような感じだった。

　だからみずきは、ふるふると首を横に振る。

「へえ。じゃあこんなかな？　……んぁむっ」

「ふあっ!?　ん、んん……」

　今度はみずきの唇全体を含むように、唇を重ねてきた。

　そして、舌先でじわじわと唇をなぞってくる。

　ぞわぞわとした感覚が生まれ、みずきの身体から力が抜けていく。

「ん、んはあ……はぁ、はぁ……あ、あぁむっ……ちゅるっ……せんせ、え……」

　これも高橋のキスとは違う。

　なのに、抵抗できない。むしろこの心地よい感覚に、いつまでも浸っていたくなってしまう。

　みずきが無意識に舌を差し出すと、それを撫でるように舐めてくる。

　痺れるような快感で、鼻から息が漏れ出た。

「ふぁ、はぁぁ……は、ふうぅぅ……」

「れろ、ちゅ……こんな感じ……ではないか。彼氏も初めてだろうからね」

　加城が口元を歪めて言う。

　それはどこか人を小馬鹿にしたような言い方だったが、みずきはなにも言えない。

「舌は使わなかったようだね。おとなしい彼氏なんだね」

「は、はい……」

「じゃあ彼氏をリードできるよう、練習しないと」

　べつにリードなんてしたくない、そう言いたくとも言えなかった。

　これは練習なのだ。模範解答ができることに越したことはない。

　そう思い、加城に身を任せていく。

「んあっ、んむっ……」

「ふふ……ん、ちゅ……」

　先週と同じように、舌を絡めあっていく。

　あのときは初めてということもあって、衝撃が大きくて心に余裕がなかった。

　でもいまは違う。加城の舌の感触を、その柔らかさを、動きを、唾液の味をたっぷりと堪能する。

（あ……先生、すごく上手なんだ……）

　ぼおっとした頭でそう思う。

　警報のようなものが遠くで聞こえるような気がするが、みずきにとってはそれよりこの『練習』の先にあるもののほうが重要だった。

　もっと感じたい。この心地よさの先にあるものを。この胸の疼きをどうにかしてくれるなにかを。

　そう思ううち、自然と胸を加城へと押しつけていた。

　みずきの豊かな胸が、加城の胸板にぶつかってぐにゃりと横に広がる。

　ブラをきちんとつけていないせいだった。

　加城もそのことに気づいたらしく、広がった乳房の形を整えるように、手のひらで脇から揉み込んでくる。

「あ、せんせい、それは……」

　さすがにそこまで許すわけにはいかない。

　加城の手をつかんで止めようとするが、男の腕の力にはかなわない。

　逆に空いているほうの手首をつかまれ、壁に押しつけられてしまう。

　そのまま背中を壁に押しつけられ、グイグイと乳房を揉まれる。

「駄目っ、せんせっ……んああっ、んむう……」

　唇を塞がれ、抗弁の声はかき消される。

　そしてなにより、揉まれた乳房から生じた熱い熱が、みずきの全身に毒のようにまわっていく。

　逆らえない。力でも技巧でも圧倒され、なすがままだった。

　それなのに、気持ちいい。

　愛撫に身を委ねることの安楽さと、性的快感が、みずきから反抗する気力を奪う。

　気づくと、加城の息も荒くなっていた。

「いまさら、やめられないよ。彼氏と上手くするための練習だろう？」

　少しだけ冷静さを失ったような声だった。

　先生も気持ちよくなっている。そのことを知って、みずきはなぜか嬉しくなる。

　だから、つい加城の言葉を肯定してしまった。

「んちゅ、あ、は、はいぃ……んん、あふう……」

（練習……そう、練習なんだ。高橋くんのために、練習してるんだから……）

　そんな言葉で、自分を納得させようとする。

　と、加城の手が乳房と手首から離れた。

　そして、みずきの着ているシャツのボタンを乱暴に外していく。

「先生、どうして……」

「どうしてって、当たり前だろ？　脱がなきゃ、練習にならないよ」

　そう言ってバッと前をはだけさせられる。

　抵抗する暇もなく、ブラジャーも鎖骨付近までまくり上げられた。

「きゃっ!!　せ、先生っ、こんなこと……んふうっ！」

　言い終わるより先に、剝き出しの乳房をグッとつかまれた。

　その衝撃で、声が詰まる。

「大きな声出さないで。家の人に見られたら、みずきちゃんも困るだろう？」

「は、はい……ぁぁ……」

　声を潜めたのは、家族を気にしたからではない。

　剝き出しの胸に当たる加城の手のひらの感触が、あまりにも気持ちいいからだった。

（ゴツゴツしてて大きい……男の人の手なんだ……）

　男そのものを感じさせる手が、自分の女の象徴を貪むさぼっている。

　そう思うと、乱暴に揉まれている胸の奥がじわっと熱を持ってくる。

　不思議だった。以前なら、こんな愛撫には怖おぞ気けしか感じなかっただろう。

　自分で慰めるときだって、慎重に揉みほぐしていたのに。

　こんなにも乱暴でガサツな愛撫を、気持ちよく感じてしまう自分が信じられなかった。

「大きいね。服の上からじゃ、ここまでとは思わなかったよ」

　加城が昂ぶった声を漏らす。

（先生がそんな目で私を見てたなんて……）

　いままで加城からそうした視線を感じたことはなかった。

　男性の視線には敏感なつもりだったのに。

　加城の観察力と、それを隠し通した巧妙さに感心すらしてしまう。

　嫌悪感はなかった。むしろ──。

（嬉しい……先生が、私のおっぱいを、褒めてくれてる……）

　加城に褒められたことが嬉しかった。

　一流大学の学生で、両親からの信頼も厚く、誰からも好感を持たれるであろう青年。そんな男性に、自分の魅力を認めてもらった。そのことがごくシンプルに嬉しかった。

「大きいだけじゃない。柔らかさもバツグンだ。それに……弾力もすごい」

　加城はおっぱいの様々な能力を測るように、両手で乳房を弄ぶ。

　強く揉み込んだかと思うと、左右に広げてみたり、かと思うとねじってみたり。

　まるでモノのように扱われているのに、嫌な感じはしない。

　ただ悦びだけが、胸の内から込み上げてくる。

（あ……自分でしてるときみたいな感じになってきた……）

　じんわりと乳肉が熱を帯びてくる。

　身体の中で興奮と快感が渦巻き、それが体温を上昇させていく。

「あ、あふっ、せんせ、そこっ……」

「おやおや。もうこんなに乳首硬くさせちゃって」

　加城が苦笑する。

　乳房を揉んでいるうちに、勃起した乳首が手のひらに当たったのだ。

　それはみずきには快感をもたらし、加城の手のひらには心地よい刺激を与える。

　加城は、硬く張り詰めた乳首を乳房に埋め込むように、ギュッギュッと両手で揉む。

「あ、あ、あっ……それっ、おっぱいが痛くて……あぁん」

「こんなに大きいんだもんね。おっぱいの中に埋めたら、そりゃ痛いか」

　みずきの訴えを聞いて、加城は手の力を緩めた。

　そして今度は、指先だけで勃起乳首をクリクリと器用にひねる。

「んああっ！　あ、あぁん！　そ、それも……痛っ、痛いです……」

「乳首は、練習しなくても感度いいみたいだね」

　そう言って加城は、乳首を摘まむ指の力を緩めて、今度は乳輪をくすぐる。

「ふはぁ……ぁん、やぁぁ……」

「根元が感じるんだ。エッチな乳首なんだね」

「そんな、エッチだなんて……ひんっ、ひあぁぁっ」

　乳首の根元が弱いと見るや、執拗にそこを触れるか触れないかのタッチで責めてくる。

　みずきは肩をすくめて、加城のなすがままになる。

　乳首が弱いことは自分でもわかっていた。自慰のときにいじることも多い。

　しかし、こんなふうに乳首の中でもどこが感じるかなんて、考えたこともなかった。

　だから、弱い箇所を見つけられたというよりは、開発されているような気がしてしまう。

　乳首の根元と乳輪が、加城の指先でどんどん敏感になっていく──そんな気がする。

「ふう、そろそろ食べ頃かな……」

「食べ頃……先生、それどういう意味──んあぁっ！」

　加城の行動は、言葉どおりのものだった。

　みずきの乳首に唇を寄せ、一気にまる吞みしたのだ。

　生温かい口内粘膜に勃起乳首が包まれ、みずきは思わず声を上げる。

　性感に目覚めた乳首に生じるたまらない刺激に、みずきは身体を逃がそうとする。

　だが、加城は逃がさない。乳首を口に含んだまま、あとずさりするみずきを追う。

　すぐにみずきは、壁際に追い詰められてしまった。

　逃げ場のないみずきの身体を、加城はじっくりと味わう。

　乳首を強く吸ったかと思うと、舌先で円を描くようにして乳輪と根元をなぞり、そしてピンピンと弾く。

「んくっ！　ふ、ふわあぁあっ！　せんせっ、それ駄目ぇっ……！」

　口と舌だけではない。もう片方の乳首も指先で弄ばれていた。

　口唇愛撫が優しく巧みなものだとすれば、指先での愛撫は無骨で粗暴だった。

　柔と剛、ふたつの愛撫で両乳首を責められ、みずきの意識は翻弄される。

（知らないっ、こんなの知らないっ……）

　世の中に、こんな快感があるなんて知らなかった。

　乳首だけでこんなに気持ちよくなれるなんて知らなかった。

　性の入口に立ったばかりのみずきは、その奥深さに尻込みする。

　このまま先に行ってしまったら、もうあと戻りできない──そう感じてしまう。

「ん、んあっ！　せ、せんせっ、痛いっ、か、嚙まないでくだ……あああっ!!」

　思わず大声を上げてしまった。

　加城の前歯が、乳首の根元を軽く嚙んだのだ。

　あわてて加城が乳首から口を放して、みずきを注意する。

「駄目だろう、大声出しちゃ。そんなことじゃ練習にならないよ」

「はぁ、はぁ……だ、だって……」

「だってじゃない。みずきちゃんがイヤなら、俺はやめてもいいんだよ？」

「え……」

　やめる？　いま、ここで？　こんなに気持ちよくしておいて……？

　みずきはみっともないほど狼狽する。

「あ、あのっ、ごめんなさい……もう大きな声出しません……だから、その……」

「約束できるね？」

「はい……」

　どうして自分が謝っているのだろう。頭の片隅では疑問に感じている。

　それなのに、心と身体は加城に従ってしまう。

　いま、加城に見捨てられたくない。見捨てられたら、『練習』も台なしだ。

　そんなふうにみずきは思ってしまう。

「じゃあ、スカートとパンツを脱いで」

「……は、はい…………」

　黙ってその言葉どおりにする。

　上半身ははだけたシャツ、下半身はソックスのみという姿になる。

　加城が身体を入れ替えて、みずきの後ろにまわった。

　背後からみずきを抱きかかえるような格好だ。

　そしてそのまま片手で乳首を、もう片方の手を股間へと伸ばす。

「ひあ……」

　陰毛を加城の指先が掠めた瞬間、声を漏らしてしまう。

　もうすぐ届いてしまう。加城の手が、女にとって一番大事な場所に……！

　恐れているはずなのに、腰をグイと前に突き出していた。

　そんな大胆な行動に、みずきは自分でも驚いてしまう。

「へえ、みずきちゃん、もう欲しいんだ？」

「ち、違います……」

「じゃあ、俺がさわりやすいようにってこと？　みずきちゃんはやっぱりいい子だね」

「あ……」

　──ジュン。

　褒められたことで、秘所がまた濡れてしまう。

　それを待っていたかのように、加城の指先が秘唇をなぞった。

「んっ！　ひううっ……」

「落ち着いて。怖くないから」

「は、はい……あ、あぁっ、くひぃっ……」

　加城の指が３本、秘唇に添えられた。

　人差し指と薬指でそこを割り開き、中指が入り込む。

　最初は秘唇の内側をくすぐるように、濡れ具合を確かめるように動き──。

　やがて指先は、愛液をだらだらと垂れ流す膣口へと添えられた。

「やっ、やあっ……！」

「イヤじゃないでしょ？　してください、でしょ？」

「だ、だって……あ、ああっ！」

　加城の言葉に、返事をすることもできない。

　鋭敏な膣口を無骨な指先がまさぐり、恐怖のあまり腰が逃げる。

　しかし、加城の指先は執拗に追ってくる。

　落ち着かせるように秘唇をなぞり、愛液をたっぷりまぶしてから膣口を突く。

「ひっ、ひっ……」

　恐怖で膣口がすぼむ。そのたびにじゅるりと愛液を大量にあふれさせる。

　愛液は太腿を伝って垂れていき、そのままベッドのシーツを汚した。

「キスしよう、みずきちゃん」

「え？　あ、あむっ……んん……」

　怯えるみずきの顔を背後に向けさせ、唇を重ねてくる。

　もうその唇に硬さは感じなかった。

　生温かく湿った唇に、みずきも懸命に吸いついていく。

　唇を割り開いて、加城の舌が口内に侵入してきた。

　同時にみずきの膣口も緩み、その隙を突いて指先が膣内に入り込む。

「んん～～～～っ！　ん、ん、んあっ、な、なかに……っ！」

　膣の中に、異物が侵入する。自分の指や、生理用品以外では初めてのことだった。

　それも男の人の指なのだ。骨張ったそれは、クイクイといささか乱暴に膣口の裏側を刺激してくる。

　しかし膣口が指を歓迎するように締めつけたことで、身体はこの刺激を待ちわびていたことを知らされる。

「ちゅ、ちゅ、みずきちゃん、ほら……」

「あ、ちく、び……ちゅちゅ、んああ……」

　キスしながらの膣いじり。それに加えて片方の乳首もまたクリクリひねってくる。

　３箇所を同時に責められ、みずきはもうなにがなんだかわからなくなってしまう。

（こんな感覚……知らないっ、知らないぃっ……！）

　自慰では乳首と秘所を同時にいじったことはある。

　しかしそれは、加城の技巧の前では児戯に等しかったと思い知らされた。

　舌は歯茎や上顎の裏をこすり、指先は乳輪や乳首の根元をくすぐる。

　そして秘所では膣口の内側を、ときに優しく、ときに激しく抉えぐってくるのだ。

　３箇所で生じた快感が、身体をバラバラにするほど吹き荒れる。

　自分が壊れてしまわないよう、みずきは必死に加城の腕にしがみついた。

「せ、せんせ、いっ……私、もう……！」

　目の前に白い光が迫っていた。

　みずきが軽い絶頂に達しようとしたそのとき、加城は３箇所への刺激を止めた。

「え……」

　そして戸惑うみずきをよそに、立ち上がってみずきの前へと回った。

「ふう、もう俺も我慢できないよ」

　そう言って、カチャカチャとベルトを外し、ズボンの前をはだける。

「ひっ……！」

　みずきの目の前に、男の象徴が差し出された。

　驚きで目を見張るみずきに、加城は軽く言う。

「みずきちゃんが悦ぶばかりじゃ練習にならないからね。男の悦ばせ方も教えないと」

「はぁ、はぁ……悦ばせ……方……？　ぁぁ……」

　荒い息をつくみずきの前で、加城はブルンと肉棒を振ってみせた。

　ゴクリとみずきは息を吞んだ。

　昼間、ロッカールームで見た男のモノとは比べものにならなかった。

　あれでも、大きさと異様な形には圧倒されたのに──。

　加城の肉棒はまるで違っていた。

　長く太く、エラが張っていてたくましい。肉塊とでも呼んだほうがふさわしいほどの、圧倒的な存在感がある。

　こんなものがあの細身のジーンズの中に隠されていたなんて、信じられなかった。

「あ、これが……おち○、ちん……？」

　驚愕の言葉が、口を突いて出ていた。

「そうだよ。これが本物。ネットなんかで見るのと全然違うだろう？」

　加城は自慢げに言って、肉棒を今度は左右に振る。

　ムッとするような男の匂いが漂ってきて、みずきはゴクリと生唾を吞み込んでしまう。

　そんなみずきの反応を、加城が目を細めて眺める。

「……じゃあ、フェラしてみようか」

「え？　ふぇ、ふぇら……って……？」

「知らないとは言わせないよ」

　加城に自信満々に断言されて、みずきは顔を真っ赤にする。

　知っている。知らないふりをしたわけではない。

　ただ、フェラチオという単語と加城の発した言葉が結びつかなかっただけだ。

（そんな気軽に……む、無理だよ……こんな大きいの、絶対に無理……）

　男のモノを口に含む行為──フェラチオ。

　それを自分が、これからこの魁かい偉いな肉棒にするのだと思うと、恐怖心が湧いてくる。

　しかもそのあとには、これを自分の一番大事なところに……。

　それを想像して、みずきはブルッと身体を震えさせた。

「…………」

　加城は黙ってみずきを見下ろしている。

　その無言の圧力に押されるように、みずきはおずおずと顔を肉棒に近づけた。

　男の匂いがいっそう強くなった。

　目をつむって、唇の合間から舌先を突き出した。

「ふ、ふぅぅ……むふぅ……ふう、はあ……」

　みずきの可愛らしい鼻の穴から、息が漏れる。

　それが肉茎にかかって、陰毛をそよがせた。

「お、おお……」

　加城が呻く。

（先生、期待してくれてるんだ……）

　加城の反応から、そのことを感じ取る。

　恐怖心が消えていき、その代わりにまた熱い昂ぶりが胸を支配していく。

　肉棒を舐めようと、舌先を近づける。

（ど、どこから舐めればいいの……？）

　長大な肉棒は、圧倒的な存在感でみずきの眼前に迫っていた。

　みずきが舌をあちこちに近づけながら苦慮しているのを見て、加城が笑う。

「裏すじから丁寧に舐めて」

「あ、はい……」

　裏すじと言われてもまるでわからない。

　言葉から連想される位置に、あてずっぽうに舌先を添えた。

「っ！　そう……それでいい……」

　場所はあっていたらしい。みずきは安心して、舌の腹をぐっと肉棒裏に押しつけた。

　じんわりと、しょっぱさと苦み、そしてなんともいえない味が広がる。

「んむうっ……ふ、ふっ、ふううっ……」

（なに、この味……これが男の人の味なの……？）

　最初こそ不快だったが、舐めていくうちに慣れていく。

　男の味なのだと思うと、不思議と愛おしささえ湧いてきた。

「ふう、ふう、ふはあ……んれろ、れろぉぉお……」

　鼻息を荒くさせながら、裏すじを舐め上げていく。

　加城に言われたとおり、丁寧に。そして熱を込めて。

「美味しいかい？」

「……ふ、ふぁい……」

　そう答えると、ドクンと胸が高鳴った。

　美味しい──たしかにそうだった。

　男のこれが美味しいなんて、淫らにもほどがある。そんなことを答えている自分が信じられない。

　でも、これが自分なのだ。男の肉棒を舐めて、美味しいと感じている自分が。

　息がさらに熱く、荒くなる。

　呼吸するたびに、乳房がブルブルと震えた。

　胸の中で秘めていたものが、またひとつ目覚めた──そんな気がした。

「ん、んちゅうぅぅっ、れろれろぉぉ……ちゅ、ちゅ」

　いつしか、情熱的なキスを肉棒に注いでいた。

　唇を寄せて強く吸い、舌を絡めるように撫でる。加城に教わったキスを、肉棒相手に実践していく。

　もう恐れはなかった。未知のものを口に含む悦びで、胸がときめく。

　みずきの口唇愛撫に反応して、肉棒はビクンビクンと上下に動く。

「そう、そのまま亀頭に向かって舐めていって」

（亀頭……あ、上のほうのことだ……）

　もうわかってしまう。ネットや雑誌で見ただけの知識が、だんだん結びついていく。

　両手を肉棒の根元に添えた。そうしないと肉棒が揺れて舐めにくいからだ。

　そんな行為さえも自然にできてしまう。

　みずきの目にはもう、肉棒しか見えていなかった。

　昼間見たものとまるで違う、立派な男の象徴。きっと自分を満たしてくれるであろうモノ。

「はぁ、はぁ……れろぉおぉ、ちゅるるっ、ちゅっ……ずずず……」

　崇めるようにそれを、熱心に舐め上げていく。

　浮き出ている血管が、舌の表面をこすっていく。

　ドクンドクンと、それが脈打っているのがわかった。

　男そのものを感じさせる脈動がたくましく、そしてたまらなく愛おしく感じる。

「カリは重点的にね」

「かり……？　んああ、あむっ、んれろぉ……こ、ここれふか……？　んぁむ」

　加城は答えない。

　ここだろうとアタリをつけた場所にキスをする。

　大きく反り返り、エラの張った箇所を確認するように何度もキスした。

　肩を大きく上下させて呼吸している加城の姿が、その場所で正解だと教えてくれる。

（ふふ、先生、感じてるんだ……）

　嬉しくなって、カリをキツく吸った。

　ブルブル震える肉棒の反応が面白くて、エラの張った部位を舐め回す。

　舌を大きく突き出し、エラ部分を囲むようにして肉棒を一周させた。

「っ……ふう……じょ、上手だよ……」

　加城の声が震えていた。

　驚いているのだ。みずきの技巧に。ほんの数分でみるみる上達していく習得力に。

（先生のここ、こんなに硬くなって、ビクビク震えて……なんだか可愛い……）

　初めて聞く加城の感情的な声、そしてそれをそのまま表現するような肉棒の反応。

　いままで仰ぎ見るだけだった人を追い詰めていることに、なんとも言いがたい優越感と悦びが胸の中で広がっていく。

「先っぽ、咥えてごらん」

「んぁ、はぁ……はい……」

　加城の指示に従って、いったん舌を肉棒から離す。

　目の前の肉棒を見る。

　先端は皮が剝けていて、つるりとした皮膚をさらけ出していた。

（ここ、おしっこを出すところ……だよね）

　尿を排泄する箇所を口に含むことには、さすがに抵抗を感じる。

「早く」

「あ、はいっ」

　いらだっているような加城の口調に、みずきはビクンと身をすくめてしまう。

　年長の男性であることを強調するような威圧的な言い方に、みずきが感じていた優越感はすぐ消え去ってしまった。

（我慢して舐めなきゃ……先生が練習してくださってるんだから……）

　そう自分に言い聞かせて、唇を亀頭先端に寄せていく。

　ツツ、と唇が触れた。見た目よりも硬い先端部が、唇をにゅるんと割り開いて口内に入ってきた。

「んむっ、む、ひむぅう……」

　アンモニアの味に混ざって、なにか苦い味がした。

　そこはすでに先走った汁で濡れていて、その汁が妙な味を醸し出している。

　その味ゆえに、みずきはそれ以上先端部を吞み込めない。

　加城がみずきの後頭部に両手を添えた。

「ほら、そしたら一気に──奥までっ！」

「ぐふぅっ!?」

　加城は力任せにみずきの頭を腰へ寄せて、無理やり肉棒を吞み込ませる。

　一気に肉茎の根元まで入ってきて、先端部がみずきの喉奥を突いた。

　思わずえずこうとしたみずきだったが、肉棒に喉を塞がれていてそれすらできない。

「ん、うげっ、げふ、ご、ごふっ……」

　苦しむみずきを見ても、加城は手の力を緩めない。

　それどころか、まるで道具のようにみずきの頭を前後に揺らして肉棒を刺激させる。

「ああ、いいね……そう、口をすぼめて……」

「んむっ、ふ、ふわぁい……ごぶっ」

　目尻に涙を浮かべながら、みずきは懸命に言われたとおりにする。

　頰を滑稽なくらいすぼめると、頰肉の裏側が肉棒に当たる。血管が浮いてゴツゴツした表面を、口内粘膜で感じ取る。

　肉棒が唇を出入りするたびに、ぶじゅるぶじゅると下品な水音が上がり、恥ずかしくなる。

（そうだ……自分ですれば、こんな恥ずかしい音を立てずに済むはず……）

　加城の手に抗うように、自分から頭を振り出す。

　唇と頰をすぼめて、肉茎表面をきちんとしゃぶれるように、そして根元まできちんと吞み込めるように──。

　丁寧なピストン運動に、いつしか加城もみずきの頭から両手を放していた。

「ふっ、はっ、あむっ……んぼっ、ぼぶっ、ずろろっ」

　どうすれば相手が感じるのか、わからないながらも舌を同時に動かす。

　口内を出入りする肉棒に舌を絡ませるようにして、アイスキャンディーのように丹念に舐めしゃぶる。

　前より水音は小さくなったが、それでも恥ずかしい音が出てしまうことには変わりない。それでも、自分で技巧を工夫できることは嬉しかった。

「いいね。気持ちいいよ」

　加城の声は、いつもの落ち着きを取り戻していた。さっきのいらだちや威圧的な雰囲気は感じられない。

　自分の技巧に満足してくれているらしい。その事実が、みずきの心を大いに満足させる。

「あ……ありふぁとうごふぁいまふ」

　もっと褒めて欲しい。先生に、大人の男性に褒めて欲しい。

　その一心で、懸命に口内の肉棒を頰張った。

　鼻でしか呼吸できないせいで息が苦しい。鼻の穴をピクピク広げてしまっている。

　視界は涙で霞み、顔が火照っているのがわかる。

　いまの自分は、どんなにみっともない顔をしているだろう。

　なのに、胸がときめいてしまう。肉棒を貪るのがやめられない。

「ん、んーーっ、んーーっ、んふーーーーっ！」

　どんどん行為に熱が入っていく。

[image: ]

　と、突然加城が腰を引いて、肉棒をみずきの口内から抜き去った。

「んむむ……んぶはっ!?　あ、ふぁあぁぁ……」

　涎がべったりと、みずきの唇から肉棒先端まで糸を引く。

　みずきの目が名残惜しそうに肉棒を追いかける。それを面白そうに眺めながら、加城は立ち上がった。

　そして尻ポケットから財布を取り出し、中から銀色の包みを取り出す。

「みずきちゃん、ゴムのつけ方わかる？」

　──ゴム？

「わか……りまふぇん……」

　加城は見せつけるように、みずきの目の前で包みの封を切った。

　中から取り出した物体には見覚えがあった。

　コンドームだ。

（え……？　コンドーム……避妊具ってことは……）

　挿入する気だ。

　男性器を女性器に挿入して、射精する──。

　いまさらのようにその事実に気づいて、みずきはブルッと身を震えさせた。

　必死に身体を遠ざけようとするが、壁に阻まれてそれ以上動けない。

「も、もうこれくらいでいいですから……」

　避妊具を使うのだから、妊娠の心配はないのだろう。

　それでも、妊娠に繫がる行為をするという現実を前に、我に返る。

　そんなみずきの様子を見て、加城がまた険しい声を出す。

「どうして？　これじゃ練習にならないよ？」

「で、でも……」

「いいの？　彼氏、こんなことされたら怒ると思うよ？」

　その声には、有無を言わせぬ迫力があった。

　怒りすら滲ませているその声音は、いままでみずきが聞いたことのない種類のものだった。

　しかし声音以上にみずきの心を動かしたのは、その内容だった。

（怒る？　あの優しい高橋くんが……怒るようなことを、私はしちゃったの……？）

　いつもなら、そんなことを考えはしなかっただろう。

　しかしこの状況下で年長の男性に断言されてしまうと、まるでそれが事実であるかのように感じられてしまう。

（高橋くんを怒らせるなんて……駄目、そんなことしたくない……）

　高橋に去られることが、捨てられることが、恐ろしく感じられてしまう。

　みずきの強張った身体から、力が抜けた。

「はい……すみませんでした……」

「じゃあこれ持って」

　頭を下げるみずきに、加城は容赦なく次の行動を命令する。

　みずきは仕方なく、その不思議な匂いのするゴムを手にした。

（これが……コンドーム……）

　実物を見るのは初めてだった。

　おっかなびっくりといった手つきでコンドームに触れる様子を見て、加城が苦笑する。

「大丈夫。そんな簡単に破けたりしないよ」

「あ、はい」

　笑われてしまったことで、カアッと顔が熱くなる。

　なにも知らない自分が恥ずかしい。

　まだまだ子供である事実を突きつけられたようで、しゅんとしてしまう。

「さあ、先っぽの膨らんでるところをつまんで」

　いつもの口調に戻った加城が、優しく諭すように教えてくれる。

「そのまま輪っかの部分を亀頭に嵌めるみたいにしてみて」

　言われたとおりにやってみようと、加城の亀頭に向かいあった。

　自分の唾液で濡れた亀頭が、蛍光灯の光でてらてらと輝いている。そこにコンドームを被せるように載せた。

「嵌める……うんしょ、う～ん……」

　ゴムの縁の部分を伸ばすが、上手くいかない。

　こんな大きなものを包むには、コンドームは小さすぎるように思えた。

「そうじゃない。つまんだまま、縁をクルクルって下ろしていって……そうそう」

　加城の言うとおりにやってみると、巨大な肉棒がずっぽりゴムに包まれた。

（すごい……やっぱり先生はなんでも知ってるんだ……）

　パッと見ただけで、こんなに上手くやることはできないだろう。

　みずきが感心していると、加城が優しく言う。

「彼氏にも、そうやってつけてあげるんだよ」

　その言葉で、ハッとする。

（そうだ……練習、これは練習なんだから。高橋くんのおち○ちんにも、こうしてあげないと……）

　加城が『練習』という言葉を出したことで、みずきの頭は勉強モードに切り替わる。

　いつの間にか、経験豊富な先生に教わらねばという従順な気持ちになってしまう。

　加城の目が細められた。

「根元までぴっちりつけて。漏れたら大変だからね」

「はい、先生」

　そんな受け答えも、勉強するときと一緒だった。

　みずきは、陰毛をゴムに巻き込まないよう丁寧に伸ばす。

　加城の肉棒が完全にコンドームに包まれた。

　ピチピチのゴムで締めつけられているにもかかわらず、たくましさを失わない肉棒。

　そのゴツゴツしたシルエットに、みずきの目は自然と惹きつけられてしまう。

（すごい……やっぱり昼間の人のと比べものにならない……）

　なんて立派なんだろう。やっぱり優秀な人のものは、立派なのだろうか。

　ふと、そんな馬鹿げたことさえ考えてしまう。

「もういいかな？」

「あ……ご、ごめんなさい。大丈夫です」

　まじまじと肉棒を見つめていた自分に気づいて、みずきはあわてて返事をした。

「じゃあ横になって、脚を広げて」

　みずきはいそいそとベッドの上で横になって、両脚をＭ字に広げた。

　それでも、両手で股間を隠してしまう。

　なにしろ部屋の灯りは点けっぱなしなのだ。

「先生、恥ずかしいです……せめて電気は消してもらえないでしょうか……」

「駄目だよ。家の人が怪しむだろう？　それに……みずきちゃんの可愛い顔を見ていたいからね」

「先生……」

　可愛いと言われて、頰が火照るのがわかる。

　こんな格好までしているのに、どうしていまさら照れたりするのだろう。自分でも不思議に思う。

　みずきはおずおずと、股間から手をどけた。

　脚のあいだに、加城が身体を割り込ませてくる。

　自分の下腹部の向こうに、肉棒をそそり勃たせた加城が迫るのが見えた。

（いよいよなんだ。あのおち○ちんが、私の中に……）

　ドキドキと鼓動が高鳴る。

　股間がすうすうする。たっぷりと濡れている証拠だ。

　恥ずかしい。見られたくない。早くそこを埋めて欲しい。

　その願いに応えるように、ゴムが秘唇に触れた。

「あ……きてる、先生のが……私のあそこに……」

　ゴム越しでもわかる、硬い肉の感触に息を吞んだ。

　太くて大きい肉棒が、愛液でドロドロの秘唇をかき回している。

　股間から、グチュグチュと淫らな音が鳴った。

「こっちも準備万端みたいだね」

　加城が肉棒で確かめながら言う。

（準備……できてるんだ。男の人を受け入れる準備が）

　まだ信じられなかった。

　自分の身体が、男の人を受け入れるなんて。

　昼間のカップルのように、他人と身体を交えることができるなんて。

（初めてなのに、高橋くんじゃない……それでいいの？）

　頭のどこかで、そんな声が聞こえた。

　でもみずきは、聞こえないふりをする。

　だってこれは、彼のための練習なのだから。

　先生は自分と彼のためを思って、練習台になってくれているのだから。

　そんな理屈を、何度も頭で繰り返す。まるで自分に言い聞かせるように。

　そのとき、頭の中でまた声が響いた。

（違う、そうじゃない。私は、ただ流されてるだけ──）

　もうひとりの自分が、はっきりそう宣告しかけたときだった。

「力を抜いて。入れるよ」

「ま、待っ……」

　待ってくれるはずがなかった。

　肉棒が秘唇を割り、膣口を大きく広げる。

「あ、あ……！　ああっ……!!」

　あんな大きなものが入るわけがない。そう思っていたのに、膣口はぬぷりと亀頭を受け入れた。

　信じられなかった。目の前で見た、あの太さと硬さを思い出す。

　あんなものが、こんな簡単に入ってしまうなんて。

「そ、そんな……入っちゃってる……？」

　涙があふれて、目尻からこぼれ落ちた。

　この感情が恐怖なのか感動なのか、自分でもよくわからない。

「初めてなのに、すんなりいくね」

　加城が腰を軽く前後させて、具合を確かめながら言う。

　膣口を亀頭が出入りして、水音がまた鳴る。

「あっ、あっ……」

　みずきの震える声は、もはや言葉にならない。

「じゃあ本格的にいくよ──っと！」

「ふあぁあぁぁぁぁっ!!」

　加城がグイと腰を突き込んだ。

　膣口が開ききり、カリが通過したのがわかった。

　本能的なものなのか、膣道がギュっと締まり、膣肉が肉棒を押し返そうとする。

「せんせっ、怖いっ、怖いんですっ！　もっとゆっくり……！」

　自分の胎内が切り拓かれていく──その恐怖から、みずきは両手で加城を押し戻そうとする。

　しかし加城はその両手を交差させてつかみ、まるでハンドルのようにして腰をなおも突き込む。

「くああぁぁああっ!!」

　膣肉がメリメリと引き裂かれて、無理やり道を作っていくかのようだった。

　これまでの行為で膣口はほぐされていたが、中はそうもいかない。

　異物の侵入に怯えて、ぎゅうっと膣全体が縮こまる。

「そ、そんなとこまで……！　も、もう入りませんっ、無理なんですっ！」

「へえ、オナニーするときは入口しかいじらないんだ？」

「おなっ……!?　やっ、それ以上、進めないで……！」

　加城の口から出た恥ずかしい単語を、否定することもできない。

　これ以上進まれたら、取り返しのつかないことになってしまう。

　下腹部で生じている痛みが、そうみずきに告げていた。

　みずきは懸命に身体をひねって、肉棒から逃れようとする。

「落ち着いて。痛いのは最初だけだから」

「くああっ！　痛いっ、痛い痛い痛いぃぃっ！」

　全身を切り裂くような痛みが走った。

　堪こらえようのない痛みで、悲鳴を上げてしまう。

「駄目だよ。声を出さないで」

「む、無理で──むぐっ、ふむぅぅううぅぅっ!?」

　加城の手のひらが、口を塞いだ。

　くぐもった悲鳴が、口内で、そして脳内で反響する。

「家の人に聞かれちゃうよ？　いいの？」

「むぐっ!?　っ、っ、っ……!!　く、くひぃぃぃぃ……っ！」

　その脅しは効果てきめんだった。

　みずきは涙を流しながら、必死に歯を食いしばった。

　痛みと、身体を抉ってくる異物感に懸命に耐える。

「がんばって。もう少しだ」

「ふぐぅっ、は、はぎぃぃぃ……！」

　みずきが泣きながら頷く。

　加城が手のひらを離したが、もう悲鳴を上げるようなことはしない。

　これは自分が望んだことなのだ。

（先生はっ、協力してくださってるんだか、らぁあぁぁぁ……っ！）

　加城に迷惑をかけまいと、膣肉を切り裂く痛みを堪える。

「もうすぐ、だっ！」

　勢い込んで、加城が腰をさらに深く突き込んだ。

　なにかが引き裂かれるような感覚があって、胎内の肉棒が一段と奥へ進んだ。

　腰の結合が深まり、バチュンといやらしい肉音を立てた。

「～～～～～～～～～～ッ!!」

　電撃を受けたような痛みが全身を駆け抜け、みずきは身体をのけ反らせた。

　それでも声だけは漏らすまいと歯をギリギリと嚙み締めている。

（…………っ、ああ……きちゃった……）

　肉棒が抵抗していた箇所を抜けたことが、はっきりとわかった。

　痛みはまだあるが、もう膣肉は抵抗しない。

　その証拠に、加城の腰はゆっくりと前後動を始めていた。

（大人になったんだ……大人の、女の人に……）

　そう思うと、全身を支配していた激痛が下腹部へと収束していく。

　そして、激痛は鈍痛へと変化していった。

「はぁっ、はぁっ、はぁぁぁっ……あ、ああ……」

　喪失感よりも安堵のほうが大きかった。

　ようやく自分は迎え入れたのだ。大人の女として、大人の男を……。

　みずきの膣口から、破瓜の証がたらりとこぼれる。

　それはまるで赤い糸のようにシーツへとひとすじ垂れ──そのまま染み込んでいった。

「よかったね、みずきちゃん。これで彼氏とはラクにできるよ」

「え……？　それって……はぁ、はぁ、どういう……？」

「次からはもうこんなに痛くない。彼氏とはたっぷり楽しむといい」

　加城はみずきの上に乗って、そんなことを言う。

　まるで恩を着せるようなその言葉を、みずきはそのまま受け取る。

「は、はい……ありが、とう……ござい、ます……」

　そうだ、先生の言うとおりだ。痛いのは初めてのときだけ。だから、次からはきっとセックスを純粋に楽しむことができる──。

　──ズクン。

　そう思った瞬間、胸の奥で疼きが生じた。

　それは、いままで感じていたものとはまったく違う種類の疼きだった。

　いままでの疼きは、満たされない切なさ。

　この疼きは──満たされてもなお求める、貪欲なまでの渇望だった。

「はぁ、はぁ、せんせっ、もっと教えて、くださっ、い……」

　さっき逃がしていた腰を、今度は押しつけるように動かす。

　加城は苦笑しながらそれに応じる。

「本当にみずきちゃんは勉強熱心だね。ほら、もっと深くまで繫がろうか」

　そう言ってみずきの両脚を抱えて、グッと持ち上げた。

「あ、ああっ……こんな格好……」

「ほら、両手で自分の脚を押さえて」

　処女を失ったばかりのみずきに、過酷な姿勢を取らせる。

　両手で両脚を抱えて、Ｍ字開脚を継続するような体位だ。

　しかしみずきは、不平も言わずにその言葉に従う。

　それどころか加城が挿入しやすいように、結合部を前後左右に動かして調整しさえする。

　そんな素直なみずきを、加城は口元を歪めて眺める。

「ほら、突かれているところもしっかり見ておかないと」

「あうっ！」

　ズンと肉棒を打ち込み、みずきから結合部が見える位置に腰を固定する。

　そしてゆっくりと破瓜の血と愛液まみれの肉棒を抜いて見せたかと思うと、また深くまで打ち込む。

「ふあああっ！　せんせいっ、それ深いですっ、深くまできてますっ……！」

「そうだよ。練習だからね。ちゃんと見てるんだよ」

　無理な姿勢のまま、何度も何度も肉棒を杭打ち機のように打ち込む。

　グロテスクなまでの眺めに、みずきの頭はまたぼおっとしてくる。

「ああっ、はぁ、んんっ……」

「可愛い声出しちゃって……みずきちゃん、感度よすぎ」

　感度なんて……。そう思うが、否定できない。

　恐ろしい勢いで蹂躙してくる肉棒を、膣肉は歓迎しつつある。

　その証拠に、結合部が奏でるはしたない水音は、どんどん高鳴っていた。

　自分の声も、加城が言うとおり艶を帯びているのがわかる。

　ひと突きごとに、自分が変わっていくような気がした。

　この肉棒に、変えられていく──。

　そう思うと、急に胎内を突く肉棒が愛おしくなり、膣肉でぎゅうっと抱き締めてしまう。

「くっ……そんな締めつけなくても逃げないって」

　みずきの締めつけに驚きながらも、加城はピストンを大きく速くしていく。

　みずきも負けじと、加城の動きにあわせて腰を上下に動かす。

　肉茎に吸いついた膣襞が引っ張られて、膣口が裏返りそうな衝撃がみずきを襲う。

「あ、あああっ！　わ、私の中っ、先生の形になっちゃう……！」

　瑞々しい膣肉は、初めての肉棒の形を覚えるようにむしゃぶりつく。

　腰の動きのタイミングが少しずれただけでゴリゴリと膣内を肉棒がこそぎ、たまらない刺激をみずきに与える。

　それが気持ちよくて、みずきは規則的なピストンの中に、たまに不規則な動きを交えていく。熟練の娼婦もかくやといった技巧だった。
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　秘められたみずきの才能に、加城は感心したようにつぶやく。

「とんだ食わせ者だな」

「……え？」

「なんでもない」

　そう言って加城は、目の前で上下左右に揺れる乳首にむしゃぶりついた。

「ふああっ！　せんせ、ち、乳首っ……いましゃぶったら駄目ぇっ！」

　ピストンしながらしゃぶられたため、加城の口内で勃起乳首があちこちに暴れ回る。

　それを押さえ込もうと甘嚙みされて、みずきの顎がクンと跳ね上がった。

「ふああああっ!!　っ、ひっ……ふっ、はっ、はっ、はぁぁぁっ……」

　軽い絶頂を迎えた。

　みずきがベッドに身体を沈め、ひゅうひゅうとかすれた呼吸をする。

　汗だくの身体からは発情臭が立ちのぼり、いまにも湯気となって見えてきそうだ。

　加城も乳首から口を離し、腰を繫げたまま上体を起こす。

「休憩する？」

　乱れた髪がベッドに広がっていた。

　その中からみずきが、妖しく潤んだ瞳で加城を見つめ返す。

「……やぁ……もっとぉ……」

　声を発したみずき自身も信じられないほど、甘く蕩けきった声だった。

　こんな声を、彼氏以外の男性に発してはならないと思う。でも……。

　新たな胸の疼きは暴力的で、とても止まりそうになかった。

　そう、これなんだとみずきは思う。

　こうなふうに求め合い、貪りたかったんだと、自分の欲望を自覚する。

　加城がはっきりと邪悪な笑みを浮かべた。

「みずきちゃんは努力家なんだね。感心感心」

　そう言ってみずきの両脚をつかんだ。

　そして自分のほうへと引き寄せ、一気に体重を乗せる。

「くっ、くふうっ……！」

　正常位で重なり合い、激しいピストンが再開された。

　膣内の新たな箇所が、また激しくこすられる。

　膣肉が痙攣するように震えて肉棒を歓待する。

　みずき自身もまた、両手両脚で加城にしがみついていた。

「はあっ、はあっ、みずきちゃんっ、みずきちゃんっ……！」

　肉棒がガンガン膣内を乱暴に突きまくり、奥へ奥へと進んでくる。

　根元まで膣口に埋まり、下腹部と秘所が激しくぶつかる。

　パンパンと肉が肉を叩く音が室内に響き渡った。

「あ、あ、ああっ、先生っ、なにかくるっ、きそうですっ……！」

「ああ、俺もイキそうだ……イクよ、覚悟しなよ、みずきちゃん!!」

　肉棒が膣奥を、容赦なくノックする。

　女にとって一番大事な箇所を乱暴に叩かれ、脳天まで快感の電撃が突き抜ける。

　膣道がギュッと収縮し、肉棒を激しく締めつけた。

「うおっ……おおおおおっ!!」

　加城が身体をのけ反らせ、睾丸から精子を注ぎ込む姿勢を取った。

　そのままギュッと目をつむり、尻肉を締める。

「ひっ……ひああああああああっ!!　きちゃうっ、きちゃうきちゃいますっ！　せんせっ、やあっ、目の前が真っ白に……ああああああああっ!!」

　膣内で、熱いものがほとばしるのを感じた。

　それは本来なら、一直線に子宮へと注がれるはずのものだが──。

　その熱は膣奥を叩く先端部のゴムを灼き、やがて膣内を占拠している肉棒全体へとじんわり広がっていく。

「あ……ああ……これって……」

「ふう……」

　加城が満足そうな息を吐くが、みずきは不意打ちを食らったような思いだった。

　女の本能を満たしてくれるはずのものがこなかった──。

　それもそうだろう。避妊具を、コンドームをつけているのだから。

　膣内で温まっていくゴムの存在を感じながら、みずきは少しだけ失望する。

（これがなかったら、きっと……）

　──ドクン。

　心臓が大きく高鳴る。

　なかったら？　なかったら……どんな気持ちがするのだろう？

　あまりに危険なその発想を、みずきは軽く頭を左右に振ってやり過ごした。

　髪の毛がざんばらに乱れて頰に貼りつき、少し不快だった。

「抜くよ、いいね？」

「は、はい……ん、んんっ！」

　ゆっくりと加城が腰を引いていくと、ゴムに包まれた肉棒が姿をあらわした。

　カリが膣口をくぐる瞬間、裏の肉を抉られてみずきはまた軽く達してしまう。

「はぁ、はぁ、あぁ……こんなにたくさん……」

　加城の下半身にぶら下がっている肉棒。その亀頭部はぷっくりと膨れていた。

　吐き出した精液が、コンドーム内に溜まっているのだ。

　想像以上の量に、みずきは思わず甘い吐息を漏らす。

　加城がそんなみずきを見て、なにか思いついたような顔をした。

「みずきちゃん、そこに座って」

「え？　なにを……」

「いいから」

　破瓜の衝撃を残している腰を引きずりながら、言われたとおりベッドに腰かけた。

　そのみずきの前で、加城は器用に肉棒からコンドームを外した。

　そして、その風船状のものをみずきの眼前に差し出す。

「見てごらん、こんなに出たよ」

「は、はい……ああ、これが男の人の……」

　ゴムの中でねっとりと重そうに波打っている白濁液。

　これが自分を満たしてくれるはずだったのだと思うと、また熱い息が漏れる。

「飲んで」

「え？」

　唐突に言われ、きょとんとしてしまう。

　しかし加城は真顔だった。

「だってこのままどうするの、これ？　証拠を部屋に残しておけないよね？」

「あ、はい……そ、そうですね……」

　その理屈自体は、スジが通っているような気がする。

　みずきがためらいがちに頷くと、加城がコンドームを顔の上に持ってきた。

「口、広げて」

　このまま飲ませようというのだ。

　しかし、抗う気力はもうみずきにはなかった。

　それどころか──。

（このまま飲むんだ。精液を……出したばかりの精液を……！）

　妖しい興奮に胸が高鳴る。

「……あ～ん」

　顔を上に向けて、唇を開いた。

　加城がコンドームをひっくり返す。

　みずきの薄紅色の唇めがけて、ドボドボと白濁の精が落ちていく。

「んっ、んんっ!?　げ、げほっ、ごぼっ、ごぶっ……！」

　すべてを口内で受け止めようとしたが、無理だった。

　初めて味わう精液は苦くて、おもわずむせてしまう。

　そしてその拍子に、精液は狙いを逸れてみずきの顔や胸に垂れ落ちた。

「あ、ああっ……！」

　あわてて両手で乳房を寄せて、精液をそこで受け止める。

　ボタボタと落ちてきた精液を乳房の上面で受け止め、そのまま胸の谷間に溜める。

「ふわぁ……ずじゅる……」

　飲みきれなかった精液が口の端から垂れ、それも胸に落ちた。

　みずきは顔も胸も白濁だらけにして、呆けたように加城を見上げた。

「駄目じゃないか、ちゃんと飲まないと」

　加城はまるで、実験でもしているかのような顔でみずきを見下ろして言う。

　みずきは逆に、とろんとした顔で加城の言葉に頷く。

「ふぁい……ごめんなひゃい……ちゃんと……のみましゅ……んぐっ、ごくっ」

　口内に残っていた精液を飲み込む。

　粘り気のある液体を臓腑に送るべく、何度も下品に喉を鳴らす。

「どうだい？」

「ひゃい……おいひい、でひゅぅ……」

　みずきは心の底から美味しそうに、笑顔を浮かべた。

　そして、自分の豊かな胸の上に溜まっている、精液と唾液と汗の混合液を眺めた。

　興味津々といった様子で、両手で乳房を寄せてそれをかき混ぜる。

　グチュグチュと淫らな水音が鳴り、なんともいえない匂いが胸から立ちのぼった。

「くんくん……ふはあ、素敵ぃ……これが、精液ぃ……」

　汗と精液にまみれた顔を左右に振って、匂いを堪能する。

　みずきはそのまま、両手のひらでその液体をすくい取った。

　乳房がだらんと垂れて、溜まっていた液体がどろりと胸から腹部までを白く染める。

　それでもみずきは構わずに、両手に付着した液体をペロリと舐めた。

　味わうように、嚙み締めるように、それを口内でグチュグチュと攪拌する。

　例えようのない味だった。

　だがこれが、これこそが自分を満たしてくれるものなのだと思うと、たまらなく美味しく感じられた。

　みずきは子犬のようにペロペロと両手を舐めた。

　それだけでは飽き足らず、胸から腹部に垂れている液体をすくって、何度も何度も舐めしゃぶった。

　粘度の高いそれは、みずきの左手の薬指から糸を引いて垂れ落ちた──。




　床の上には、みずきのスマホが放置されていた。

　夕方帰宅して、そのまま充電ケーブルに差したままだったのだ。

　マナーモードにしてあるそれが、メッセージを受信して画面を発光させる。

　メッセージは高橋からのものだった。

『映画、楽しみにしてるね！』

　簡単な、ひとことだけのメッセージ。

　いま、みずきが勉強中であることに配慮したのだろう。

　そのメッセージは、誰にも気づかれることなく、部屋の隅でしばらく表示され──やがて、儚く消えていった。


＜了＞




















イトムスビ(1)








著者／田た中なか珠たま

原作・イラスト／ベコ太た郎ろう





オシリス文庫





2020年4月17日　発行





ver.001





©TamaTanaka 2020

©bekotarou 2020





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










原作・イラスト／ベコ太た郎ろう












編集企画　コミック& キャラクター局

　　　　　ボーンデジタル編集部












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。















item/image/kuchie.jpg
[AQeeeeee %U&%k,ozéﬁ/ié_
ORI RS W%i N7 K<LQERHN
IRQIE DL S I LE@%,_HW@I

| REWEEOY -

B T e T TR S ROV RAXE0M
TERHE 40Q° E%bﬁ%:?(ﬂhto S 00 R0 S QIR T
/ 9 ~

[0S 497 49480 TS IEVAESI SINQRVERIIE:
AUIDUOHIQ O o D46 0 49° N QgD O SN L SN e
FUN N AU RO BNl RP NS’ ERANLL 0
&C.D\b._@»b.nTM_AWEILT .ﬁo/ Wﬁ%&ﬁ%@ﬁ%\b@h






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		■第一章　Frustration　～満たされぬ想い～



		■第二章　Awakening　～覚醒する身体～



		■第三章　Calling　～呼び声～



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/scene01.jpg





item/image/scene03.jpg





item/image/scene02.jpg
g
‘\/5‘.' /Y, \ \\\

C :‘1\‘\\\

!

\
i Al

/’

¢
iy
f”'//: @
[/ N

“'w
y
iy






item/image/okuduke_ad.jpg
[PRRIL LS| oBEHMIHA b
[ 22 2 =2 ) x| ONGRIES DS
M%@E&4§ZLQMZTﬁk%%R!

o

N

BE UAB/AMSAM:TPIR
| HBHFEECT. EENBETOEN

'i%tﬁﬁ%%&%ﬁ&éhh

o ThOHEPREEFIc AN
ZEREREREGEED—

BHBH L TOEK? Pt
RETABEREEHRIEENS TN
RitRERZRET !

EE 3—B/A5R :saraki &

EE BRH/ IS &AEEHh

ROV EZTEAFRIC

KLRSBWDELSBLDF,

> R 2 DTS
HKLWFE LD LiEW B,

BEDFIcLEHES TN

/ RELEBET Bt
> RATIT I
E— o BEDBNEBAT 5.

EE E—F /A5 B—DA

HTMEBR BT —ILERIL rA43/1) AE) ek

Fv ) ANE https://hnovel.jp





